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【見直しのポイント】 

・ ＊＊＊＊＊ は「現行計画」を修正している部分を

指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１ 資料１－２ 資料１－３ 資料１－４
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第１ 基本計画見直しの趣旨 

１ 計画見直しの背景・必要性 

 

 本市では，平成２８年（2016年）３月に「“恵まれた環境との共生・美しい循環のまち

あさひかわ”を目指して」を基本理念とし，平成２８年度から平成３９年度（令和９年

度）までの１２年間を計画期間とする「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】」を策定

しました。 

計画では，平成３１年度（令和元年度）を中間目標年次として設定し，計画の進捗状

況等に応じて必要な見直しを行うこととしています。 

近年の廃棄物をとりまく状況を振り返りますと，平成２７年（2015年）に国連で採択

された「持続可能な開発目標（SDGs）」により，廃棄物関連では食品ロス削減，海洋ごみ

対策などが国際的な課題として注目されるようになりました。また，これまでも温室効

果ガスの排出抑制は重要な課題でしたが，「パリ協定」の発効により，より大幅な排出抑

制が求められることになりました。平成３０年に閣議決定された「第４次循環型社会形

成推進基本計画」では，このような国際的な状況や国内の社会的・経済的動向を踏まえ，

持続可能な社会づくりに向けた取組が示されたところです。 

こういった社会情勢の変化やごみ処理に関わる法制度注１の整備状況などを踏まえる

とともに，これまで進めてきた施策の効果・有効性を踏まえ，計画の見直しを行いまし

た。 

 

 

【主な廃棄物関連法等の概要と改正状況】注１ 

 

 

 

 

第１ 基本計画見直しの趣旨 

１ 計画見直しの背景・必要性 

 

 本市では，平成２８年３月に「“恵まれた環境との共生・美しい循環のまちあさひかわ”

を目指して」を基本理念とし，平成２８年度から令和９年度までの１２年間を計画期間

とする「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】」を策定しました。 

計画策定後，「持続可能な開発目標（SDGs）」の国連での採択，「パリ協定」の発効，「第

４次循環型社会形成推進基本計画」の閣議決定などの国内外の社会的・経済的動向や，

関連施策の進捗状況などを踏まえ，令和２年度に必要な見直しを行いました。 

近年の廃棄物を取り巻く状況はその後も変化し続けており，海洋プラスチックごみ問

題，気候変動問題，諸外国の廃棄物輸入規制強化等への対応を契機として，令和４年４

月に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」（以下「プラスチック資源循

環法」という。）が施行され，国内におけるプラスチックの資源循環の促進等を行うため，

国，地方公共団体，事業者，消費者等の役割などが示されました。 

また，国で公表している「食品ロスの削減の推進に関する基本的な方針」を踏まえて，

令和５年３月に旭川市食品ロス削減推進計画を策定し，行政，消費者，事業者等が連携

して食品ロスの削減に取り組むこととしました。 

新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】では，令和５年度を中間目標年次として設定

していることから，こうした社会情勢の変化やごみ処理に関わる法制度注１の整備状況，

これまで進めてきた施策の効果・有効性などを踏まえ，計画の見直しを行いました。 

 

【主な廃棄物関連法等の概要と改正状況】注１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西暦表示を削除（以下同） 

 

 

 

前回の見直し内容を記載 

 

 

前回見直し後の国内外の状況変化（食品ロス削減推進

法，プラスチック資源循環法等）を踏まえて内容を修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

廃棄物処理法（R4.6改正）：刑法等の一部改正に伴う改

正 

食品リサイクル法（R5.6改正）：デジタル社会形成基本

法の改正に伴う改正 

 

食品ロス削減推進法を追加 

プラスチック資源循環法を追加。R4.6 改正あり：刑法

等の一部改正に伴う改正 

 

 

 

 

 

直近の改正

（施行年月）

第５次計画（令和2年～令和6年）

令和2年3月策定予定

名称（通称） 概要 制定

廃棄物処理法

・
・

廃棄物の処理や適正処理の推進

排出者や処理業者に対する処理基準等につ

いて規定

昭和45年12月 平成30年4月

家電リサイクル法
・ 廃家電の引取りとリサイクル及び消費者の

費用負担等について規定
平成10年6月 平成23年7月

食品リサイクル法
・ 事業者から排出される食品循環資源の資源

化について規定
平成12年6月 平成26年11月

容器包装リサイクル

法

・ ペットボトル等容器包装類の分別と資源化

について規定
平成7年6月 平成23年8月

循環型社会形成推進

基本法

・ 廃棄物を含め循環型社会のあるべき姿，３

Ｒについて規定
平成12年6月 平成24年9月

小型家電リサイクル

法

・ 使用済小型電子機器等の資源化について規

定
平成24年8月 改正なし

北海道廃棄物処理計

画

・
道内のごみ処理方針や資源化率などを規定

・
・
・
・

平成10年6月 平成29年6月

食品ロス削減推進法

・
食品ロスの削減に関し，国，地方公共団体等の責務等につ

いて規定
令和元年5月 改正なし

プラスチック資源循環法

・
プラスチックの資源循環の取組を促進するための措置につ

いて規定
令和3年6月 令和4年6月

小型家電リサイクル法 使用済小型電子機器等の資源化について規定 平成24年8月 改正なし

食品リサイクル法 事業者から排出される食品循環資源の資源化について規定 平成12年6月 令和5年6月

容器包装リサイクル法 ペットボトル等容器包装類の分別と資源化について規定 平成7年6月 平成23年8月

循環型社会形成推進基本法 廃棄物を含め循環型社会のあるべき姿，３Ｒについて規定 平成12年6月 平成24年6月

直近の改正

（施行年月）
名称（通称） 概要 制定

廃棄物処理法
・
・

廃棄物の処理や適正処理の推進

排出者や処理業者に対する処理基準等について規定
昭和45年12月 令和4年6月

家電リサイクル法

・
廃家電の引取りとリサイクル及び消費者の費用負担等につ

いて規定
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２ 計画の位置付け 

 

本計画は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律注１」の規定に基づき策定するもので

す。第８次旭川市総合計画や，旭川市環境基本計画（第２次・改訂版）注２との整合性を

図っており，本市の将来にわたる廃棄物の処理に関わる基本的・総合的な指針となるも

のです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画の位置付け 

 

新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律注２」

の規定に基づき策定するものです。第８次旭川市総合計画や，旭川市環境基本計画（第

２次・改訂版）注３との整合性を図っており，本市の将来にわたる廃棄物の処理に関わる

基本的・総合的な指針となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注を 1ページ目からの連番に修正（以下同） 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

計画の策定年度を削除 

温暖化対策実行計画に区域施策編と事務事業編を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画本文と揃えるため，施策→政策，活用→利用に

修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境に係わる各種施策

第８次旭川市総合計画

（平成２７年度策定）
旭川市環境基本条例（平成１０年３月）

旭川市環境基本計画（第２次・改訂版）
（平成２７年度策定）

新・旭川市ごみ処理・生活排水処

理

基本計画【改訂版】

（一般廃棄物処理基本計画　　） 旭川市地球温暖化対策実行計画

（平成２７年度策定）

環境に関する分野別計画 環境の保全と創造に関する目標

総合的な施策の方向

注3

ごみ処理

基本計画

生活排水処理

基本計画

船橋市

柏市

八王子市
横須賀市

富山市

金沢市
福井市

甲府市

長野市
松本市

岐阜市

豊橋市
←注を1ページ目からの連番に修正

一宮市

豊田市
大津市

豊中市

吹田市

高槻市

枚方市

八尾市

環境に係わる各種施策

第８次旭川市総合計画 旭川市環境基本条例

旭川市環境基本計画（第２次・改訂版）

新･旭川市ごみ処理･生活排水処理

基本計画【改訂版】

（一般廃棄物処理基本計画　　）

旭川市地球温暖化対策実行計画

環境に関する分野別計画 環境の保全と創造に関する目標

総合的な施策の方向

注4

ごみ処理

基本計画

生活排水処理

基本計画
区域施策編 事務事業編

注4

 

本市のまちづくりを総合的かつ計画的に進めるために市政運営の長期的な方向を示す計画

で，分野別各種計画の基本となる最上位の計画です。 

この総合計画の基本施策９において「豊かな自然環境を損なうことなく次代に引き継ぐこと

ができるよう，環境に対する市民意識を高めるとともに，野生生物の保護など生物多様性の保

全を進めます。また，快適な生活環境の確保はもとより，３Ｒ（排出抑制，再使用，再生利用）

の推進や地域特性を活かしたエネルギーの有効活用の促進など，環境負荷の低減を図り，環境

に配慮したまちづくりを進めます。」と規定しています。 

 第８次旭川市総合計画 

注１ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃棄物処理法) 

  廃棄物処理法は，廃棄物の排出抑制や適正な処理により，生活環境の保全及び公衆衛生の向上を

図ることを目的に，昭和４５年に制定された法律です。 

注２ 旭川市環境基本計画 

  旭川市環境基本条例第８条に基づき，環境の保全と創造に関する目標や総合的な施策の方向，配

慮の指針を定めるものです。 

注３ 一般廃棄物処理基本計画 

廃棄物処理法第６条第１項の規定に基づき，市町村は一般廃棄物処理計画を定めることとされ，

基本的な事項を定める「基本計画」と基本計画の実施に必要な各年度の事業を定める「実施計画」

の策定が規定され，さらに一般廃棄物は「ごみ」と「生活排水」に区分し，それぞれの計画を定め

ることとしています。 

 

本市のまちづくりを総合的かつ計画的に進めるために市政運営の長期的な方向を示す計画

で，分野別各種計画の基本となる最上位の計画です。 

この総合計画の基本政策９において「豊かな自然環境を損なうことなく次代に引き継ぐこと

ができるよう，環境に対する市民意識を高めるとともに，野生生物の保護など生物多様性の保

全を進めます。また，快適な生活環境の確保はもとより，３Ｒ（排出抑制，再使用，再生利用）

の推進や地域特性を生かしたエネルギーの有効利用の促進など，環境負荷の低減を図り，環境

に配慮したまちづくりを進めます。」と示しています。 

注２ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃棄物処理法) 

  廃棄物処理法は，廃棄物の排出抑制や適正な処理により，生活環境の保全及び公衆衛生の向上を

図ることを目的に，昭和４５年に制定された法律です。 

注３ 旭川市環境基本計画 

  旭川市環境基本条例第８条に基づき，環境の保全と創造に関する目標や総合的な施策の方向，配

慮の指針を定めるものです。 

注４ 一般廃棄物処理基本計画 
廃棄物処理法第６条第１項により，市町村には基本的な事項を定める「基本計画」と基本計画の実施に

必要な各年度の事業を定める「実施計画」の策定が義務付けられており，さらに一般廃棄物は「ごみ」と

「生活排水」に区分することとされています。 

 第８次旭川市総合計画 
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３ 計画区域 

 

本市の行政区域全域とします。 

なお，適正なごみ処理を推進する見地から，広域的な施策の展開も視野に入れ，必要

に応じて他市町村や関係機関との連携・協力体制を構築していきます。 

 

４ 計画期間 

 

本計画の期間は，第８次旭川市総合計画の計画期間と同様に，平成２８年度（2016年

度）から令和９年度（2027年度）までの１２年間とします。 

また，次の中間目標年次を令和５年度（2023年度）とし，施策の進捗状況等に応じて

必要な見直しを行いながら，計画を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画区域 

 

本市の行政区域全域とします。 

なお，適正なごみ処理を推進する見地から，広域的な施策の展開も視野に入れ，必要

に応じて他市町村や関係機関との連携・協力体制を構築していきます。 

 

４ 計画期間 

 

本計画の期間は，第８次旭川市総合計画の計画期間と同様に，平成２８年度から令和

９年度までの１２年間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終期間となるため中間目標の項目削除 

 

 

 

 

最終期間となるため中間目標の項目削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

（西暦） 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

計画 計画 中間 中間 計画

期間 開始 目標 目標 目標

・

目標

見直し

基準年

見直し

基準年

計画期間

福山市

下関市

高松市

松山市

高知市

久留米市

長崎市

佐世保市

大分市

宮崎市

鹿児島市

那覇市

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

計画 計画 中間 中間 計画

期間 開始 目標 目標 目標

・

目標

見直し

基準年

見直し

基準年

計画期間

計画目標年次：令和９年度（２０２７年度） 
中間目標年次：令和５年度（２０２３年度） 

計画目標年次：令和９年度 
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第２ 本市のごみ処理の現状・課題 

１ 「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】」の施策の体系 

 

平成２８年度に策定した「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】」の施策の体系は次

のとおりであり，これに基づき様々な施策を展開してきました。 

 

基本理念：“恵まれた環境との共生・美しい循環のまちあさひかわ”をめざして 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 本市のごみ処理の現状・課題 

１ 「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】（第２版）」の施策の体系 

 

令和２年度に改訂した「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】（第２版）」の施策の

体系は次のとおりであり，これに基づき様々な施策を展開してきました。 

 

基本理念：“恵まれた環境との共生・美しい循環のまちあさひかわ”を目指して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

施策の展開について，第 2版のものに修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 施策の展開

数値・行動目標

基本施策１ 普及啓発及び学習機会の充実

基本施策２ 家庭ごみの減量・資源化の推進

基本施策３ 事業系ごみの減量・資源化の推進

基本施策１ 収集運搬体制の充実

基本施策２ 中間処理の充実

基本施策３ 焼却処理の充実

基本施策４ エネルギーの有効活用

基本施策５ 最終処分の充実

基本施策６ 困難性を伴うごみの適正処理

基本施策１ 市民との連携・協働

基本施策２ 事業者との共存

基本施策３ 市役所におけるごみの発生・排出抑制

基本施策４ 適正なごみ処理手数料の設定及び

　　　　　 効果的な活用

基本施策１ 不法投棄等の防止対策

基本施策２ 広域処理体制の充実

基本施策３ 環境と共生したごみ処理システム

　　　　　 の再構築

基本施策４ 関係計画等との整合性の確保

基本方針１

ごみの減量・資源化の推進

基本方針２

安全・適正なごみ処理の推進と

エネルギーの活用

基本方針３

効率的・効果的なごみ処理の推

進

基本方針４

環境との共生の推進

ごみ処理経費に関する行動

目標

総排出量

１人１日当たりの

排出量

リサイクル率

焼却処理量

埋立処分量

ごみ処理に係る温室効果ガ

スに関する行動目標

基本方針 施策の展開

数値・行動目標

基本施策１　家庭ごみの減量・資源化の推進

基本施策２　事業系ごみの減量・資源化の推進

基本施策１　充実した収集運搬体制の維持

基本施策２　資源物の中間処理体制の確保

基本施策３　安定した焼却処理の実施とエネルギー

　　　　　　の有効活用

基本施策４　最終処分場の適正管理

基本施策５　困難性を伴うごみの適正排出

基本施策１　市民との連携・協働

基本施策２　事業者との連携

基本施策３　広域処理体制の確保

基本施策４　適正なごみ処理手数料の設定及び効果的

　　　　　　な活用

基本施策１　不法投棄等の防止対策

基本施策２　環境美化の推進

基本施策３　地球環境に配慮した国際的課題への対応

基本方針１

ごみの減量・資源化の推進

基本方針２

安全・適正なごみ処理の推進と

エネルギーの活用

基本方針３

効率的・効果的なごみ処理の推

進

基本方針４

環境との共生の推進

ごみ処理経費に関する行動

目標

総排出量

１人１日当たりの

排出量

リサイクル率

焼却処理量

埋立処分量

ごみ処理に係る温室効果ガ

スに関する行動目標
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２ 数値目標の達成状況 

 

(１ ) ごみの排出の状況 

ア ごみの総排出量 

計画の基準年度からの家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収を合わせたごみ総排出

量の推移は次のとおりです。 

 

 

 

ごみの総排出量（家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収）は，計画の基準年（平成２６年

度）の実績値１１８，５４８トンに対し，平成３０年度は１１７，２２７トンと，１，

３２１トン減少しましたが，令和元年度の中間目標値までは４，４２７トン，令和９年

度の最終目標値までは１７，２２７トンの減量が必要です。 

内訳を見ると，家庭ごみは計画の目標値を達成できるペースで減少していますが，事

業系ごみはおおむね増加傾向で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数値目標の達成状況 

 

(１ ) ごみの排出の状況 

ア ごみの総排出量 

計画の基準年度及び令和元年度以降の家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収を合わ

せたごみ総排出量の推移は次のとおりです。 

 

 

 

ごみの総排出量（家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収）は，計画の基準年度（平成２６

年度）の実績値１１８，５４８トンに対し，令和４年度は１１１，１８７トンと７，３

６１トン減少しましたが，令和５年度の中間目標までは２，１８７トン，令和９年度の

最終目標までは１１，１８７トンの減量が必要であり，現状のままでは最終目標の達成

は困難な状況です。 

内訳を見ると，家庭ごみは令和２年度に増加した後は減少しています。主な要因は燃

やせるごみの減少ですが，粗大ごみや廃棄物処分場への自己搬入ごみは増加しています。  

また，事業系ごみは増減を繰り返しながら横ばいで推移しています。 

集団回収は年々減少していますが，主な要因は新聞等の発行部数の減少（令和４年度

の全国の新聞発行部数は，対平成２６年度比約６８％）に伴う紙類の減少と考えられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 
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イ １人１日当たりの排出量 

計画の基準年度からの市民１人当たりの１日のごみ排出量の推移は次のとおり

です。 

 

 

 

※総排出量：家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収の合計の排出原単位 

※家庭ごみ：家庭ごみのうち資源物を除いた排出原単位 

 

 

１人１日当たりの総排出量は，計画の基準年（平成２６年度）の実績値９３５グラム

に対し，平成３０年度は９５０グラムと，１５グラム増加しており，令和元年度の中間

目標値までは３０グラム，令和９年度の最終目標値までは７０グラムの減量が必要です。 

ごみの総排出量は，ごみの分別区分の拡大による資源化の推進や家庭ごみの有料化に

より大きく減少してからは，緩やかな減少傾向が続いています。内訳をみると，家庭ご

みについては順調に減少している状況ですが，事業系ごみについては増加傾向を示して

います。 

事業系ごみの増加については，事業活動に伴うもののほか，家庭からの一時的多量ご

みの増加によるものも考えられることから，事業者によるごみ排出量の抑制に対する取

組や，一時的多量ごみの資源化を促す取組の検討が必要となります。 

 

 

 

イ １人１日当たりの排出量 

計画の基準年度及び令和元年度以降の市民１人当たりの１日のごみ排出量の推

移は次のとおりです。 

 

 

 

※総排出量：家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収の１人１日当たりの排出量の合計 

※家庭ごみ：家庭ごみのうち資源物を除いた１人１日当たりの排出量の合計 

 

 

１人１日当たりの総排出量は，計画の基準年度（平成２６年度）の実績値９３５グラ

ムに対し，令和４年度は９３７グラムと２グラム増加しており，令和５年度の中間目標

までは１７グラム，令和９年度の最終目標までは５７グラムの減量が必要です。 

内訳を見ると，総排出量・家庭ごみの排出量ともに，令和２年度に増加した後減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間総排出量

人口×年間暦日数
１人１日当たりの排出量 ＝

年間総排出量

人口×年間暦日数
１人１日当たりの排出量 ＝
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(２) ごみの資源化の状況 

計画の基準年度からのリサイクル率の推移は次のとおりです。 

 

 

 

ごみの資源化の状況（リサイクル率）は，計画の基準年度（平成２６年度）実績値２

３．２％，中間目標値（令和元年度）２５．０％に対し，平成３０年度は２２．２％と

なっており，基準年度以降は横ばいの傾向が続いていましたが，減少に転じています。

令和元年度の中間目標値までは２．８ポイント，令和９年度の最終目標値までは７．８

ポイントの上昇が必要な状況です。 

なお，本市と他都市の状況を平成２９年度の実績で比較すると，全道平均は下回って

いるものの，全国平均は上回っており，中核市でも５８市中１３位となっています。 

リサイクル率の低下の要因として，集団回収量，特に紙類の回収量の減少が挙げられ

ますが，これは，近年，新聞等の発行部数が減少していることから，本市においても購

読されている量が減少し，集団回収量も減少したことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) ごみの資源化の状況 

計画の基準年度及び令和元年度以降のリサイクル率の推移は次のとおりです。 

 

 

 

ごみの資源化の状況（リサイクル率）は，計画の基準年度（平成２６年度）の実績値

２３．２％に対し，令和４年度は２０．８％と２．４ポイント減少しており，近年は横

ばいで推移しています。令和５年度の中間目標までは４．２ポイント，令和９年度の最

終目標までは６．２ポイント引き上げる必要があります。  

なお，本市と全道，全国の状況を令和３年度の実績で比較すると，全道平均は下回っ

ているものの，全国平均は上回っており，本市は全国６２中核市中１７位となっていま

す。 

リサイクル率の低下の主な要因は，新聞等の発行部数の減少に伴う紙類の減少と考え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 
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(３) 焼却処理の状況 

計画の基準年度からの焼却処理量の推移は次のとおりです。 

 

 

 

ごみの焼却処理量は，基準年度（平成２６年度）実績値７７，８３３トン，中間目標

値（令和元年度）７０，０００トンに対し，平成３０年度の実績値は７６，４２９トン

となっており，基準年度からは１，４０４トンの減少となっていますが，令和元年度の

中間目標値までは６，４２９トン，令和９年度の最終目標値までは１４，４２９トンの

減量が必要です。 

旭川市近文清掃工場におけるごみの焼却処理量は，平成２６年度以降やや減少した後

に横ばいで推移しており，家庭ごみは緩やかに減少してきてはいますが，事業系ごみは

少しずつ増加してきていることから，今後は，焼却処理量の減少につながる取組をさら

に進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 焼却処理の状況 

計画の基準年度及び令和元年度以降の焼却処理量の推移は次のとおりです。 

 

 

 

ごみの焼却処理量は，計画の基準年度（平成２６年度）の実績値７７，８３３トンに

対し，令和４年度の実績値は７３，４０４トンと４，４２９トン減少しました。 

近年の推移としては減少傾向にありますが，令和５年度の中間目標及び令和９年度の

最終目標までは２，４０４トンの減量が必要です。 

内訳を見ると，家庭ごみは令和２年度に増加した後減少しており，事業系ごみは増減

を繰り返しながら横ばいで推移しています。 

なお，最終目標については，①破砕・選別施設の導入，②廃プラスチック類注５の焼却

処理を実施した場合の処理量となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注５　廃プラスチック類

リサイクルの対象とならないプラスチック製品や，汚れたプラスチック製容器包装を指しま

す。
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(４) 埋立処分の状況 

計画の基準年度からの埋立処分量の推移は次のとおりです。 

 

 

 

ごみの埋立処分量は，計画の基準年度（平成２６年度）実績値２０，９１４トン，中

間目標値（令和元年度）１９，０００トンに対し，平成３０年度実績値２１，２２９ト

ンとなっており，基準年度からは３１５トン増加し，令和元年度の中間目標値までは２，

２２９トン，令和９年度の最終目標値までは１０，２２９トンの減量が必要です。 

廃棄物処分場におけるごみの埋立処分量は，平成２６年度以降は横ばい傾向にありま

す。リサイクルの推進や中間処理施設から発生する残さの資源化などの取組により，家

庭ごみや残さ等の埋立量は減少してきていますが，事業系ごみの埋立量は増加してきて

います。これは，事業活動に伴うもののほか，家庭からの一時的多量ごみによるものも

考えられることから，それらの排出抑制に向けた取組を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 埋立処分の状況 

計画の基準年度及び令和元年度以降の埋立処分量の推移は次のとおりです。 

 

 

 

ごみの埋立処分量は，計画の基準年度（平成２６年度）の実績値２０，９１４トンに

対し，令和４年度の実績値は２０，８７３トンと４１トン減少しました。 

近年の推移としては令和２年度まで増加した後減少していますが令和５年度の中間目

標までは２，８７３トン，令和９年度の最終目標までは９，８７３トンの減量が必要で

す。 

内訳を見ると，家庭ごみは令和２年度まで増加した後減少に転じたものの減少幅は小

さく，事業系ごみは増減を繰り返しながら横ばいで推移しています。 

なお，最終目標については，①破砕・選別施設の導入，②廃プラスチック類の焼却処

理を実施した場合の処理量となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 
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３ 行動目標及び実績 

 

(１) ごみ処理経費に関する行動目標の状況 

 

ごみ処理経費に関する行動目標 

分別の拡大等の施策は，ごみ処理経費の増加につながりますが，安全 

面や環境への影響に配慮しつつ，経済性に考慮した処理体制を構築する 

ことにより，ごみ処理経費の抑制を図ります。 

 

ごみ処理経費（ごみ収集・処理部門）の推移は，次のとおりです。 

 

 

 
 

家庭ごみの有料化以降，ごみ排出量の減少に応じた収集車両の減車や，ごみステーシ

ョンに排出される家庭ごみ収集業務の全面委託等によりごみ処理経費を縮減してきたと

ころですが，平成２５年度から開始した旭川市近文清掃工場基幹的設備改良事業に係る

経費や委託業務における労務単価の上昇により，平成２６年度以降，ごみ処理経費は増

加傾向にあります。 

今後もごみ処理施設の整備，更新に伴い，ごみ処理経費の増加が見込まれますが，経

済性の観点を常に意識しつつ，ごみ処理経費の抑制に努めていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 行動目標及び実績 

 

(１) ごみ処理経費に関する行動目標の状況 

 

ごみ処理経費に関する行動目標 

分別の拡大等の施策は，ごみ処理経費の増加につながりますが，安全 

面や環境への影響に配慮しつつ，経済性を考慮した処理体制を構築する 

ことにより，ごみ処理経費の抑制を図ります。 

 

ごみ処理経費（ごみ収集・処理部門）の基準年度及び令和元年度以降の推移は次のと

おりです。 

 

 

 

家庭ごみの有料化以降，ごみ排出量の減少に応じた収集車両の減車や，ごみステーシ

ョンに排出される家庭ごみ収集業務の全面委託等により，ごみ処理経費を縮減してきた

ところですが，近年，光熱水費や委託業務における労務単価等の上昇，老朽化した施設

設備に係る修繕費用の増加により，ごみ処理経費は増加傾向にあります。 

今後はごみ処理施設の整備，更新に伴い，ごみ処理経費の増加が見込まれますが，経

済性の観点を常に意識し，ごみ処理経費の抑制に努めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 
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(２) ごみ処理に係る温室効果ガスに関する行動目標の状況 

 

温室効果ガスに関する行動目標 

ごみの排出から収集運搬，中間処理・資源化，最終処分に至る処理体 

制の最適化を進めることにより，ごみの排出量の抑制やごみ処理施設 

への負担を軽減し，ごみ処理に係る温室効果ガスの発生抑制を図り 

ます。 

 

ごみ処理に係る温室効果ガス排出量の推移は，次のとおりです。 

 

 

 

 

旭川市近文清掃工場におけるごみ焼却時に発生する熱を利用した自家発電や，収集体

制の効率化など，ごみ処理に係る温室効果ガスの縮減に努めてきたところです。 

今後も，収集運搬，中間処理，最終処分の各過程において，温室効果ガスの抑制に向

けた取組を継続して行くことが必要です。 

また，地球規模の課題である地球温暖化対策の一環として，旭川市地球温暖化対策実

行計画（平成２７年度策定）等を踏まえ，本市の廃棄物部門における温室効果ガスの発

生抑制に向けた取組を進めていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

(２) ごみ処理に係る温室効果ガスに関する行動目標の状況 

 

温室効果ガスに関する行動目標 

ごみの排出から収集運搬，中間処理・資源化，最終処分に至る処理体 

制の最適化を進めることにより，ごみの排出量の抑制やごみ処理施設 

への負担を軽減し，ごみ処理に係る温室効果ガスの発生抑制を図り 

ます。 

 

ごみ処理に係る温室効果ガス排出量の基準年度及び令和元年度以降の推移は次のとお

りです。 

 

 

 

温室効果ガスの排出量は，計画の基準年度（平成２６年度）の実績値４６，６６４ｔ

-ＣＯ２に対し，令和４年度の実績値は２０，８２７ｔ-ＣＯ２と２５，８３７ｔ-ＣＯ２減

少しています。主な要因は，既にごみの埋立を終了している中園廃棄物最終処分場での

排出量減少によるものです。 

その他にも旭川市近文清掃工場におけるごみ焼却時に発生する熱を利用した自家発電

などにより，ごみ処理に係る温室効果ガスの縮減に努めてきたところですが，今後も収

集運搬，中間処理，最終処分の各過程において，温室効果ガスの抑制に向けた取組を継

続していく必要があります。 

また，地球規模の課題である地球温暖化対策の一環として，旭川市地球温暖化対策実

行計画（地域施策編・第２版，事務事業編・第５版）等を踏まえ，本市の廃棄物部門に

おける温室効果ガスの発生抑制に向けた取組を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温暖化対策実行計画は改訂後の名称を記載 
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【温室効果ガスの算出対象及び排出量（平成３０年度）】 

 

※ 温室効果ガスの算出方法は，「温室効果ガス総排出量算定方法ガイドライン」（環境

省）及び「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）を参

考とした。 

※ 合計等の一部は四捨五入により値が一致しない場合がある。 

※ 廃棄物処分場から発生する温室効果ガスについては「市町村における循環型社会づ

くりに向けた一般廃棄物処理システムの指針（環境省）」に基づき，木くずについて

は１０３年間，紙，繊維については２１年間，生ごみについては１０年間分解し続

けガスを発生することから，遡って量を算出している。（他の分野は当該年度のみの

量。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【温室効果ガスの算出対象及び排出量（令和４年度）】 

 

 

※ 温室効果ガスの算出方法は，「温室効果ガス総排出量算定方法ガイドライン」（環境 

省）及び「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）を参考

とした。 

※ 廃棄物処分場から発生する温室効果ガスについては，「市町村における循環型社会づ 

くりに向けた一般廃棄物処理システムの指針（環境省）」に基づき，木くずについては 

１０３年間，紙，繊維については２１年間，生ごみについては１０年間分解し続けガ 

スを発生することから，遡って量を算出している。（他の分野は当該年度のみの量。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端数調整を行い，合計を一致させたため注釈削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

· ·
·

· ·

·

· ＲＥＰＬＡファクトリー

· ＡＣＰＲファクトリー

· ·

· ·

処理過程 施設等 算出の対象範囲 排出量(t-CO2)

収集運搬 ごみの収集運搬 燃料使用等による排出 1,320
焼却灰の運搬

中間処理 近文清掃工場 焼却処理における排出 11,370

近文リサイクルプラザ
▲4,573

91

最終処分 廃棄物処分場（芳野地区） 廃棄物の埋立による排出 6,294

1,394

282

廃棄物処分場（中園地区） 廃棄物の埋立による排出 9,449

合　　計 25,627

· 処理過程における電気，燃料
使用における排出· 旭川ペットボトル中間処理セ

ンター · 場内作業車両の燃料使用等に
よる排出

· 処理過程における電気，燃料

使用等による排出
· 場内作業車両の燃料使用等に

よる排出

R4

処理過程

· · 収集運搬

·

· · 中間処理

·

·
· ＡＣＰＲファクトリー

· · 最終処分

· ·
合　　計

処理過程 施設等 算出の対象範囲 排出量(t-CO2)

収集運搬 ごみの収集運搬 燃料使用等による排出 1,335

焼却灰の運搬

中間処理 近文清掃工場 焼却処理における排出 12,386

近文リサイクルプラザ ▲ 3,587

99

ＲＥＰＬＡファクトリー

最終処分 廃棄物処分場（芳野地区） 廃棄物の埋立による排出 7,049

932

302

廃棄物処分場（中園地区） 廃棄物の埋立による排出 2,311
合　　計 20,827

· 処理過程における電気，燃料
使用における排出· 旭川ペットボトル中間処理セ

ンター · 場内作業車両の燃料使用等に
よる排出

· 処理過程における電気，燃料

使用等による排出

· 場内作業車両の燃料使用等に
よる排出
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４ ごみの組成 

 

(１) 家庭ごみの組成状況 

平成２６年度に実施した家庭ごみ組成調査における燃やせるごみと燃やせないご

みの組成状況は，次のとおりです。 

ア 燃やせるごみ 

特徴として，生ごみの割合が全体の約４１％を占めています。 

生ごみの内訳としては，調理くずがほとんどで，そのほか食べ残し，未開封品，

割り箸やたばこなどの食品以外となっています。 

また，ごみの分別収集区分（１３区分）における「燃やせるごみ」以外の混入

（不適物）が約１０％あり，その内訳は，資源化可能な布類約４４％，剪定枝約

２２％，プラスチック製容器包装約１７％，紙製容器包装約１０％ほか，となっ

ています。 

なお，平成２１年度に実施した調査では，生ごみの割合が約４３％であり，燃

やせるごみ全体に占める生ごみの割合はわずかに減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

４ ごみの組成 

 

(１ ) 家庭ごみの組成状況 

令和３年度に実施した家庭ごみの組成調査における燃やせるごみと燃やせないご

みの組成状況は，次のとおりです。 

ア 燃やせるごみ 

内訳は，可燃物が約７６％，資源物が約１８％，不燃物が約６％となっていま

す。 

特徴としては，可燃物のうち，生ごみの割合が全体の約３３％を占めており，

内訳としては，調理くずがほとんどで，そのほか食べ残し，未開封品となってい

ます。 

平成２６年度に実施した調査結果との比較では，生ごみの割合が約８ポイント

減少していますが，不適物の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9

←修正

10

12

13

16

燃やせるごみの内訳 平成２６年度 令和３年度 区分

生ごみ 41.0% 33.2%

その他の可燃物 42.1% 42.5%

新聞・雑誌 1.5% 1.4%

雑紙 5.4% 4.2%

その他の資源物 9.6% 12.4%

不燃物 0.4% 6.3% 不燃物

可燃物

不

適

物

資源物

生ごみ, 33.2%

その他の可燃物, 

42.5%

新聞・雑

誌, 1.4%

雑紙, 4.2%

その他の資源

物, 12.4%

不燃物, 

6.3%

令和３年度 家庭ごみ・燃やせるごみの組成割合
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また，平成２１年度調査結果と比較するために組成割合を重量換算すると，生

ごみ，その他の可燃物が減少する一方，雑紙と不適物が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

イ 燃やせないごみ 

    その他の不燃物の割合が全体の約６８％を占めています。その他の不燃物の内

訳は，貝殻・カーペット・複合素材など資源化が困難なもの，汚れたプラスチッ

ク製容器包装，革・ゴムほかとなっています。 

また，ごみの分別収集区分（１３区分）における「燃やせないごみ」以外の混

入（不適物）が約１１％あり，その内訳は，布類約３４％，資源ごみ約２９％，

プラスチック製容器包装約１４％，剪定枝約８％，燃やせるごみ約６％ほか，と

なっています。 

平成２１年度に実施した調査では，「燃やせないごみ」以外の混入が約２１％で

あったことから，燃やせないごみ全体に占める適正に排出されている割合が向上

していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 燃やせないごみ 

内訳は，不燃物が約６９％，資源物が約２１％，可燃物が約１０％となってい

ます。 

特徴としては，燃やせるごみに比べ，不適物の割合が高くなっています。 

平成２６年度に実施した調査結果との比較では，可燃物の割合が約９ポイント，

プラスチック製品の割合が約８ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

重量換算不要のため段落削除 

 

 

 

重量換算不要のためグラフと表削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｔ）

燃やせるごみの内訳 平成２１年度 平成２６年度

生ごみ 19,836 18,287

新聞 146 522

雑誌 673 125

雑紙 984 2,396

その他の可燃物 21,575 18,760

不適物 2,564 4,524



- 16 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，平成２１年度調査結果と比較するために組成割合を重量換算すると，拠

点回収を行っているプラスチック製品，金属，小型家電のほか，陶器・ガラス類，

不適物が減少し，その他の燃やせないごみが増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重量換算不要のため段落削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38

←修正

20-2

燃やせないごみの内訳 平成２６年度 令和３年度 区分

プラスチック製品 8.1% 16.0%

金属 4.6% 6.8%

陶器・ガラス類 1.3% 2.8%

その他の不燃物 67.8% 44.1%

資源物 10.1% 20.8% 資源物

小型家電 7.5% -

可燃物 0.6% 9.5%

不燃物

不
適

物 可燃物

プラスチック製

品, 16.0%

金属, 6.8%

陶器・ガラス

類, 2.8%

その他の不燃物, 44.1%

資源物, 20.8%

可燃物, 9.5%

令和３年度 家庭ごみ・燃やせないごみの組成割合



- 17 - 

 

 

 

 

平成１９年度から１３分別収集が開始し，既に私たちの日常生活に浸透してい

ますが，この組成調査の結果では，布類については，現在，資源として拠点回収

しているものの潜在量がまだあることや，分別区分以外の混入が燃やせるごみ及

び燃やせないごみ共に約１０％あることから，今後も適正な分別の徹底や，資源

化の協力を呼びかける啓発等に努めていく必要があります。 

 

(２) 事業系ごみの組成状況 

平成２７年度に実施した事業系ごみの組成調査における燃やせるごみと燃やせな

いごみの組成状況は，次のとおりです。 

ア 燃やせるごみ 

雑がみ・オフィスペーパー，新聞・雑誌，段ボールの資源化できる紙類が約４

６％，その他の紙類が約２９％，厨芥（生ごみ）が約１７％ほか，となっていま

す。 

なお，平成２２年度に実施した調査では，資源化可能な紙類が４２％であった

ことから，燃やせるごみ全体に占める雑がみ・オフィスペーパー，その他の紙類

の割合が大きくなっている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年度から１３分別収集を開始し，１５年以上が経過していますが，こ

の組成調査の結果では，資源物の混入割合が増加していることや，不適物の混入

が燃やせるごみ及び燃やせないごみに一定量あることから，今後も適正な分別の

徹底や，資源化の協力を呼びかける啓発等に努めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 事業系ごみの組成状況 

令和３年度に実施した事業系ごみの組成調査における燃やせるごみと燃やせない

ごみの組成状況は，次のとおりです。 

ア 燃やせるごみ 

内訳は，可燃物が約８０％，資源物が約１６％，不燃物が約４％となっていま

す。 

特徴としては，平成２７年度に実施した調査結果との比較からも分かるとおり，

資源物である雑がみの割合が大きく減少しています。 

重量換算不要のためグラフと表削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｔ）

燃やせないごみの内訳 平成２１年度 平成２６年度

プラスチック製品 1,209 676

金属 425 386

陶器・ガラス類 247 111

小型家電 682 626

その他 3,779 5,673

不適物 1,665 902
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また，平成２２年度調査結果と比較するために組成割合を重量換算すると，厨

芥（生ごみ），木・草などが減少する一方，紙類が大きく増加しています。 

 

 

 

※上表のうち，布類と皮類を「布・皮類」。その他の紙類（資源物）とその他の紙類（可燃物）を「その他の

紙類」プラスチック類（資源物）とプラスチック類（不燃物）を「プラスチック類」，その他燃やせるごみと

その他燃やせないごみを「その他」へ統合しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重量換算不要のため段落削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃やせるごみの内訳 平成２７年度 令和３年度 区分

厨芥類 16.7% 20.1%

木類 1.0% 10.2%

新聞・雑誌 3.6% 2.8%

段ボール 0.8% 2.1%

雑がみ 41.4% 9.7%

（可燃物） 16.9% 可燃物

（資源物） 0.5% 資源物

布類 3.7% 可燃物

皮類 0.5% 不燃物

（資源物） 0.6% 資源物

（不燃物） 3.6% 不燃物

（可燃物） 29.0% 可燃物

（不燃物） 0.3% 不燃物

可燃物

資源物

その他の紙類 28.9%

3.1%

プラスチック類 2.1%

その他 2.4%

厨芥類, 20.1%

木類, 10.2%

新聞・雑誌, 2.8%

段ボール, 2.1%

雑がみ, 9.7%
その他の紙類, 

17.4%

布・皮類, 4.2%

プラスチック類, 

4.2%

その他, 29.3%

令和３年度 事業系ごみ・燃やせるごみの組成割合
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イ 燃やせないごみ 

プラスチック製容器包装，発泡スチロール，ペットボトルの資源化できるプラ

スチック類が約４５％を占め，ごみ袋を含めたその他のプラスチックが約１９％，

布・革が約９％ほか，となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 燃やせないごみ 

内訳は，不燃物が約９３％，資源物が約５％。可燃物が２％となっています。 

特徴としては，平成２７年度に実施した調査結果との比較からも分かるとおり，

資源物であるプラスチック製容器包装の割合が約４０ポイント減少するととも

に，厨芥類や木類などの可燃物の割合が約１１ポイント減少しています。 

重量換算不要のためグラフと表削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重量換算不要のため表削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｔ）

燃やせるごみの内訳 平成２２年度 平成２７年度

厨芥（生ごみ） 7,572 5,545

木・草など 3,548 1,366

紙類 18,387 24,824

プラスチック 657 693

金属 10 3

ガラス 84 1

その他 377 808
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また，平成２２年度調査結果と比較するために組成割合を重量換算すると，厨

芥（生ごみ），ガラス類が大きく減少する一方，プラスチックが依然として多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 
※上表のうち，布類・皮類を「布・皮類」。その他燃やせるごみ，その他燃やせないごみを「その他」に統

合しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重量換算不要のため，この段落削除 

 

 

重量換算不要のため，このグラフ削除 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｔ）

燃やせないごみの内訳 平成２２年度 平成２７年度

厨芥（生ごみ） 414 166

木・草など 203 271

紙 117 40

プラスチック 1,639 1,399

金属 48 69

ガラス 570 21

その他 421 213

燃やせないごみの内訳 平成２７年度 令和３年度 区分

プラスチック類 19.2% 29.2%

ガラス類 0.9% 13.0%

紙類 1.7% 0.6%

プラスチック製容器包装 43.6% 3.5%

発泡スチロール 0.7% 0.0%

ペットボトル 0.4% 0.0%

金属類 3.3% 0.5%

厨芥類 7.6% 0.5%

木類 3.9% 0.0%

皮類 14.8% 不燃物

布類 0.1% 可燃物

（不燃物） 36.3% 不燃物

（可燃物 1.4% 可燃物

不燃物

資源物

可燃物

8.8%

その他 9.8%

プラスチック類, 

29.2%

ガラス類, 13.0%

紙類, 0.6%

プラスチック製

容器包装, 3.5%

金属類, 0.5%厨芥類, 0.5%

布・皮類, 14.9%

その他, 37.7%

令和３年度 事業系ごみ・燃やせないごみの組成割合
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燃やせるごみの「雑がみ・オフィスペーパー」は，民間資源化ルートへの誘導

など，排出抑制・資源化に向けた取組の拡充が，課題として浮き彫りになってい

ます。 

また，燃やせないごみの「プラスチック製容器包装」は，分別の徹底等を更に

図っていくことが必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度の調査において混入量が多かった燃やせるごみの「雑がみ」や燃

やせないごみの「プラスチック製容器包装」の割合については，令和３年度の調

査では大きく減少していることが確認されましたが，今後も適正な分別の徹底

や，資源化の協力を呼びかける啓発等に努めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 
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５ ごみ処理・資源化施設 

 

(１) 焼却施設 

旭川市近文清掃工場は，本市のごみ焼却施設として，平成８年１月からの家庭ご

みの５分別収集と併せて試験稼働を開始し，市内で発生する家庭の「燃やせるごみ」

のほか，事業系の「燃やせるごみ」の一部及び非公開文書・肉骨粉，鷹栖町の家庭

の「燃やせるごみ」などを段階的に受け入れてきました。 

本工場は，全連続燃焼式ストーカ炉や高性能ろ過式集じん機（バグフィルタ）に

より，２８０ｔ／日の処理が可能であり，ダイオキシン類の発生抑制や排ガス中の

有害物質を除去しながら，安全で確実な処理を進めています。 

焼却時の熱エネルギーは電力や蒸気に変えて，本工場の電気や暖房・給湯，ロー

ドヒーティングとして使用するほか，近文ふれあいセンターの電気や温水プール，

近文リサイクルプラザの電気や暖房として有効活用し，余剰電力については売電し

ています。 

平成２４年度からは，プラスチック製容器包装中間処理施設で発生する「プラご

み残さ」の一部を本工場で焼却し，蒸気量や発電量の増加を図る取組を試行的に実

施し，平成２７年度から全量焼却を開始しています。 

施設の老朽化に伴う機能回復と延命化，及びＣＯ２削減のため，平成２４年度に

策定した「旭川市近文清掃工場長寿命化計画」に基づき，平成２５年度から平成２

８年度まで基幹的設備改良工事を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ごみ処理・資源化施設 

 

(１) 焼却施設 

旭川市近文清掃工場は，本市のごみ焼却施設として，平成８年１月からの家庭ご

みの５分別収集と併せて試験稼働を開始し，市内で発生する家庭の「燃やせるごみ」

のほか，事業系の「燃やせるごみ」の一部及び非公開文書・肉骨粉，鷹栖町の家庭

の「燃やせるごみ」などを段階的に受け入れてきました。 

本工場は，全連続燃焼式ストーカ炉や高性能ろ過式集じん機（バグフィルタ）に

より，２８０トン／日の処理が可能であり，ダイオキシン類の発生抑制や排ガス中

の有害物質を除去しながら，安全で確実な処理を進めています。 

焼却時の熱エネルギーは電力や蒸気に変えて，本工場の電気や暖房・給湯，ロー

ドヒーティングとして利用するほか，近文ふれあいセンターの電気や温水プール，

近文リサイクルプラザの電気や暖房として有効活用し，余剰電力については売電し

ています。 

平成２４年度からは，プラスチック製容器包装中間処理施設で発生する「プラご

み残さ」の一部を本工場で焼却し，蒸気量や発電量の増加を図る取組を試行的に実

施し，平成２７年度から全量焼却を開始しています。 

施設の老朽化に伴う機能回復と延命化，及びＣＯ２削減のため，平成２４年度に

策定した「旭川市近文清掃工場長寿命化計画」に基づき，平成２５年度から平成２

８年度まで基幹的設備改良工事を実施しました。 
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【焼却施設の概要】 

 

 

【年度別焼却処理量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【焼却施設の概要】 

 

 

【年度別焼却処理量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 旭川市近文清掃工場

所在地 旭川市近文町１３丁目

稼働 平成８年１月

敷地面積 ３３，３６８．２６㎡

延床面積 ９，１２６．１６㎡（工場棟・管理棟・その他）

処理能力 ２８０ｔ／日（１４０ｔ／２４時間×２炉）

炉形式 全連続燃焼式ストーカ炉

排ガス処理設備 有害ガス除去装置・ろ過式集じん機

熱利用 発電出力　　２，１００kW（自家発電）

近文清掃工場　…　給湯・暖房・ロードヒーティング

近文市民ふれあいセンター　…　熱・電力供給

近文リサイクルプラザ　…　熱・電力供給

年度 焼却処理量（ｔ）

平成２１年度 ７７，００９

平成２２年度 ７８，１１８

平成２３年度 ７８，５８５

平成２４年度 ８０，３０８

平成２５年度 ７９，１０６

平成２６年度 ７７，８３３

平成２７年度 ７８，５９１

平成２８年度 ７６，３７５

平成２９年度 ７６，９１６

平成３０年度 ７６，４２９

施設名 旭川市近文清掃工場

所在地 旭川市近文町１３丁目

稼働 平成８年１月

敷地面積 ３３，３６８．２６㎡

延床面積 ９，１２６．１６㎡（工場棟・管理棟・その他）

処理能力 ２８０ｔ／日（１４０ｔ／２４時間×２炉）

炉形式 全連続燃焼式ストーカ炉

排ガス処理設備 有害ガス除去装置・ろ過式集じん機

熱利用 発電出力　　２，１００kW（自家発電）

近文清掃工場　…　給湯・暖房・ロードヒーティング

近文市民ふれあいセンター　…　熱・電力供給

近文リサイクルプラザ　…　熱・電力供給

※鷹栖町可燃ごみ搬入量を含む

平成２６年度 ７７，８３３ 令和元年度

年度 焼却処理量（ｔ） 年度 焼却処理量（ｔ）

平成２５年度 ７９，１０６ 平成３０年度 ７６，４７４

７５，８４６

平成２７年度 ７８，５９１ 令和２年度 ７５，６１８

平成２８年度 ７６，３７５ 令和３年度 ７４，０３３

平成２９年度 ７６，９１６ 令和４年度 ７３，４０４
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(２) 最終処分場 

旭川市廃棄物処分場は，平成１５年７月に供用を開始したごみを埋立処分する最

終処分場で，周辺環境への負荷低減に配慮しつつ，即日覆土や高度な浸出水処理を

行うなど，安全で適正な維持管理に努めています。 

本処分場への搬入は，家庭の「燃やせないごみ」と「粗大ごみ」，事業系の「燃や

せないごみ」，中間処理後の残さなどです。 

当初の埋立期間は平成３０年３月までの１５年間でしたが，平成２５年度に地域

との協議により令和１２年３月まで埋立期間を延長しました。 

埋立処分と併せて行っている浸出水処理については，埋立期間の延長に伴い，浸

出水処理施設の設備や機器類等の老朽化による経年劣化が懸念され，適宜，状態に

応じた補修及び更新が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 最終処分場 

旭川市廃棄物処分場は，平成１５年７月に供用を開始したごみを埋立処分する最

終処分場で，周辺環境への負荷低減に配慮しつつ，即日覆土や高度な浸出水処理を

行うなど，安全で適正な維持管理に努めています。 

本処分場への搬入は，家庭の「燃やせないごみ」と「粗大ごみ」，事業系の「燃や

せないごみ」，中間処理後の残さなどです。 

当初の埋立期間は平成３０年３月までの１５年間でしたが，平成２５年度に地域

との協議により令和１２年３月まで埋立期間を延長しました。 

埋立処分と併せて行っている浸出水処理については，埋立期間の延長に伴い，浸

出水処理施設の設備や機器類等の老朽化が懸念され，適宜，状態に応じた補修及び

更新が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老朽化による経年劣化→老朽化に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市廃棄物処分場

（平成１５年６月）

最終処分場の概念図

旭川市廃棄物処分場

（平成１５年６月）

最終処分場の概念図
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【最終処分場の概要】 

 

 

【年度別埋立処分量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最終処分場の概要】 

 

 

【年度別埋立処分量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 旭川市廃棄物処分場

所在地 旭川市江丹別町芳野７１番地

稼働 平成１５年７月

総面積 １，７９７，２２５㎡

埋立可能面積 約１３２，０００㎡

埋立可能容積 約１，８４０，０００㎥

使用期間 平成１５年７月～令和１２年３月

処理能力 ６００㎥／日（３００㎥／日×２）

処理方式
凝集沈殿　＋　生物処理（硫化＋脱窒）　＋　膜ろ過
　＋　活性炭吸着

BOD（生物化学的酸素要求量）　２０㎎／ℓ以下

COD（化学的酸素要求量）　　　３０㎎／ℓ以下

SS（浮遊物質量）　　　　　　 １０㎎／ℓ以下

T－N（窒素含有量）　　　　　 １０㎎／ℓ以下

建築物 管理棟，計量棟，水処理棟，休憩所，保管庫

附帯設備
洗車場，受水槽室，飛散防止ネット，カラス捕獲わな，

照明灯等

汚
水
処
理
施
設

放流水素
規制

年度 埋立処分量（ｔ） 年度 埋立処分量（ｔ）

平成２１年度 ２５，８６０ 平成２６年度 ２０，９１４

平成２２年度 ２４，３２４ 平成２７年度 ２０，５３６

平成２３年度 ２２，２３１ 平成２８年度 １９，９３７

平成２４年度 ２１，４６７ 平成２９年度 ２０，０３０

平成２５年度 ２０，８５５ 平成３０年度 ２１，２２９

施設名 旭川市廃棄物処分場

所在地 旭川市江丹別町芳野７１番地

稼働 平成１５年７月

総面積 １，７９７，２２５㎡

埋立可能面積 約１３２，０００㎡

埋立可能容積 約１，８４０，０００㎥

使用期間 平成１５年７月～令和１２年３月

処理能力 ６００㎥／日（３００㎥／日×２）

処理方式
凝集沈殿　＋　生物処理（硫化＋脱窒）　＋　膜ろ過
　＋　活性炭吸着

BOD（生物化学的酸素要求量）　２０㎎／ℓ以下

COD（化学的酸素要求量）　　　３０㎎／ℓ以下

SS（浮遊物質量）　　　　　　 １０㎎／ℓ以下

T－N（窒素含有量）　　　　　 １０㎎／ℓ以下

建築物 管理棟，計量棟，水処理棟，休憩所，保管庫

附帯設備
洗車場，受水槽室，飛散防止ネット，カラス捕獲わな，

照明灯等

汚
水
処
理
施
設

放流水素
規制

H26

端数処理後

埋立処分量グラフ

OK

abs変換

OK

年度 埋立処分量（ｔ） 年度 埋立処分量（ｔ）

平成２５年度 ２０，８５５ 平成３０年度 ２１，２２９

平成２６年度 ２０，９１４ 令和元年度 ２１，７８９

平成２７年度 ２０，５３６ 令和２年度 ２２，０９０

平成２８年度 １９，９３７ 令和３年度 ２１，９６９

平成２９年度 ２０，０３０ 令和４年度 ２０，８７３
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（３） 資源化施設 

旭川市近文リサイクルプラザは，平成８年１月からの家庭ごみの５分別収集と併

せて稼働を開始しました。 

本施設では，空き缶・空きびん・紙パック・家庭金物の選別処理及び保管を行っ

ています。 

【リサイクルプラザの概要】 

 

 

（３） 資源化施設 

旭川市近文リサイクルプラザは，平成８年１月からの家庭ごみの５分別収集と併

せて稼働を開始しました。 

本施設では，空き缶・空きびん・紙パック・家庭金物の選別処理及び保管を行っ

ています。 

【リサイクルプラザの概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 旭川市近文リサイクルプラザ

所在地 旭川市近文町１３・１４丁目

稼働 平成８年１月

敷地面積 １１，８６４．６１㎡

管理棟　　　　　７４８．４４㎡

工場棟　　　１，２７７．９０㎡

その他　　　　　　７６．５６㎡

施設内容
選別・圧縮処理施設，保管施設，粗大ごみ再生品展示室，リサ
イクル情報コーナー

処理能力 １３０ｔ／週（２６ｔ／日×５日）

家庭金物・生きびん・カレット ： 手選別

空き缶・金属類 ： 機械自動選別

紙パック ： 保管

隣接する近文清掃工場からの熱，電力の供給

蒸気 ： 暖房・給湯・ロードヒーティング

電力 ： 電灯・資源化機器動力

延床面積

処理方式

熱利用

近文リサイクルプラザ

近文リサイクルプラザの選別ライン

施設名 旭川市近文リサイクルプラザ

所在地 旭川市近文町１３・１４丁目

稼働 平成８年１月

敷地面積 １１，８６４．６１㎡

管理棟　　　　　７４８．４４㎡

工場棟　　　１，２７７．９０㎡

その他　　　　　　７６．５６㎡

施設内容
選別・圧縮処理施設，保管施設，粗大ごみ再生品展示室，リサ
イクル情報コーナー

処理能力 １３０ｔ／週（２６ｔ／日×５日）

家庭金物・生きびん・カレット ： 手選別

空き缶・金属類 ： 機械自動選別

紙パック ： 保管

隣接する近文清掃工場からの熱，電力の供給

蒸気 ： 暖房・給湯・ロードヒーティング

電力 ： 電灯・資源化機器動力

延床面積

処理方式

熱利用

近文リサイクルプラザ

近文リサイクルプラザの選別ライン
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【年度別アルミ缶資源化量】 

 

 

【年度別スチール缶資源化量】 

 

 

【年度別鉄くず資源化量】 

 

 

【年度別カレット注６資源化量】 

 

 

 

 

 

 

 

図表追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25

端数処理後

abs変換

OK

年度 資源化量（ｔ） 年度 資源化量（ｔ）

平成２５年度 ５５９ 平成３０年度 ６０３

平成２６年度 ５７４ 令和元年度 ６１０

平成２７年度 ６００ 令和２年度 ６５３

平成２８年度 ６３１ 令和３年度 ６６８

平成２９年度 ６２３ 令和４年度 ６４８

H25

端数処理後

abs変換

OK

年度 資源化量（ｔ） 年度 資源化量（ｔ）

平成２５年度 ５７６ 平成３０年度 ３９５

平成２６年度 ５４３ 令和元年度 ３８５

平成２７年度 ４１８ 令和２年度 ３８８

平成２８年度 ４０６ 令和３年度 ３７２

平成２９年度 ３９７ 令和４年度 ３３５

H25

端数処理後

abs変換

OK

年度 資源化量（ｔ） 年度 資源化量（ｔ）

平成２５年度 １０４ 平成３０年度 ８５

平成２６年度 １０４ 令和元年度 ８１

平成２７年度 １０３ 令和２年度 ８０

平成２８年度 ９９ 令和３年度 ８２

平成２９年度 ８９ 令和４年度 ７２

H25

端数処理後

年度 資源化量（ｔ） 年度 資源化量（ｔ）

平成２５年度 ２，０７９ 平成３０年度 １，８５２

平成２６年度 ２，０６０ 令和元年度 １，８４８

平成２７年度 ２，０９５ 令和２年度 １，８７２

平成２８年度 １，９７７ 令和３年度 １，８６６

平成２９年度 １，９４９ 令和４年度 １，８５０

注６ カレット 

   ガラスびんを原料用に細かく砕き，キャップなどの異物を取り除いたもの。 

   旭川市では，白色・茶色・その他の色に選別し，日本容器包装リサイクル協会に引き渡していま

す。 

   引き渡したカレットは，リサイクルガラスの原料や，舗装用骨材などに活用されています。 
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【年度別紙パック資源化量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25

端数処理後

abs変換

OK

年度 資源化量（ｔ） 年度 資源化量（ｔ）

平成２５年度 １０４ 平成３０年度 ８６

平成２６年度 ９７ 令和元年度 ８８

平成２７年度 ９１ 令和２年度 ９１

平成２８年度 ９１ 令和３年度 ８９

平成２９年度 ８５ 令和４年度 ８２



- 29 - 

 

(４) 中間処理施設（民間施設） 

分別区分に応じた適切な処理の推進とともに，処理体制の充実と確保を図るため，

分別収集したペットボトル，プラスチック製容器包装及び紙製容器包装の中間処理

（選別，圧縮梱包，保管等）は，民間事業者に委託しています。 

今後も，民間事業者と連携し，効率的かつ計画的な処理体制の構築に努める必要

があります。 

ア ペットボトル 

【旭川ペットボトル中間処理センター】 

 

 

 

 

 

（４） 中間処理施設（民間施設） 

分別区分に応じた適切な処理の推進とともに，処理体制の充実と確保を図るため，

分別収集したペットボトル，プラスチック製容器包装及び紙製容器包装の中間処理

（選別，圧縮梱包，保管等）は，民間事業者に委託しています。 

今後も，民間事業者と連携し，効率的かつ計画的な処理体制の構築に努める必要

があります。 

ア ペットボトル 

【旭川ペットボトル中間処理センター】

 

     

 

【年度別ペットボトル資源化量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設規模：３．６ｔ／日→４．８ｔ／日へ修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表追加 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 旭川ペットボトル中間処理センター

所在地 旭川市永山北３条７丁目

稼働 平成１３年１月

敷地面積 ４，７９１㎡

建物面積 １２５㎡（管理棟）９９１㎡（工場棟）

施設規模 ３．６ｔ／日（６００㎏／時間）

処理方式 破袋，手選別，機械圧縮・自動梱包，保管

計量器　１基（最大３０ｔ，最小１０㎏）

選別コンベア　１基（幅０．９ｍ，長さ１０ｍ）

ペットボトル減容機　２基

（処理能力４００㎏／時間，２００㎏／時間）

施設設置者 株式会社　旭川一般廃棄物処理社

主要施設

旭川ペットボトル中間処理センターの選別ライン

旭川ペットボトル
中間処理センター

←処理能力修正

施設名 旭川ペットボトル中間処理センター

所在地 旭川市永山北３条７丁目

稼働 平成１３年１月

敷地面積 ４，７９１㎡

建物面積 １２５㎡（管理棟）９９１㎡（工場棟）

施設規模 ４．８ｔ／日（６００㎏／時間）

処理方式 破袋，手選別，機械圧縮・自動梱包，保管

計量器　１基（最大３０ｔ，最小１０㎏）

選別コンベア　１基（幅０．９ｍ，長さ１０ｍ）

ペットボトル減容機　２基

（処理能力４００㎏／時間，２００㎏／時間）

施設設置者 株式会社　旭川一般廃棄物処理社

主要施設

旭川ペットボトル
中間処理センター

旭川ペットボトル中間処理センターの選別ライン

H25

端数処理後

abs変換

OK

年度 資源化量（ｔ） 年度 資源化量（ｔ）

平成２５年度 １，４６１ 平成３０年度 １，４７９

平成２６年度 １，４３６ 令和元年度 １，５６５

平成２７年度 １，４４０ 令和２年度 １，５２４

平成２８年度 １，４５８ 令和３年度 １，５９９

平成２９年度 １，４５８ 令和４年度 １，５６３



- 30 - 

 

イ プラスチック製容器包装 

 

【ＲＥＰＬＡファクトリー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ プラスチック製容器包装 

 

【ＲＥＰＬＡファクトリー】 

 

 

 

 

【年度別プラスチック製容器包装資源化量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 ＲＥＰＬＡ（リプラ）ファクトリー

所在地 旭川市工業団地５条３丁目

稼働 平成１８年６月

敷地面積 ８，８８２．８９㎡

建物面積 ３，２７３．１５㎡

施設規模 ４０．４４ｔ／日（３．３７ｔ／時間）

処理方式 破袋，機械自動選別，手選別，機械圧縮・自動梱包，保管

主要施設

計量器，受入ホッパー，破袋機，供給コンベア，風力選別機，

手選別コンベア，磁選機，サイクロン，搬送コンベア，バグ

フィルタ，圧縮梱包機，不適物袋詰装置，消臭剤噴霧装置，脱

臭装置

施設設置者 旭川環境整備事業協同組合

ＲＥＰＬＡファクトリー

ＲＥＰＬＡファクトリーの選別ライン

施設名 ＲＥＰＬＡ（リプラ）ファクトリー

所在地 旭川市工業団地５条３丁目

稼働 平成１８年６月

敷地面積 ８，８８２．８９㎡

建物面積 ３，２７３．１５㎡

施設規模 ４０．４４ｔ／日（３．３７ｔ／時間）

処理方式 破袋，機械自動選別，手選別，機械圧縮・自動梱包，保管

主要施設

計量器，受入ホッパー，破袋機，供給コンベア，風力選別機，

手選別コンベア，磁選機，サイクロン，搬送コンベア，バグ

フィルタ，圧縮梱包機，不適物袋詰装置，消臭剤噴霧装置，脱

臭装置

施設設置者 旭川環境整備事業協同組合

ＲＥＰＬＡファクトリー

ＲＥＰＬＡファクトリーの選別ライン

H25

端数処理後

abs変換

OK

年度 資源化量（ｔ） 年度 資源化量（ｔ）

平成２５年度 ５，７７０ 平成３０年度 ５，５００

平成２６年度 ５，７８７ 令和元年度 ５，４４２

平成２７年度 ５，７２３ 令和２年度 ５，５８６

平成２８年度 ５，７１１ 令和３年度 ５，５５３

平成２９年度 ５，６０８ 令和４年度 ５，４４７
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ウ 紙製容器包装 

 

【ＡＣＰＲファクトリー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 紙製容器包装 

 

【ＡＣＰＲファクトリー】 

 

 

 

 

【年度別紙製容器包装資源化量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 ＡＣＰＲ（エーシーピーアール）ファクトリー

所　在　地 旭川市流通団地２条５丁目

稼　　　働 平成１８年６月

敷地面積 ３，０７７㎡

建物面積 １，２３９㎡

施設規模 ６４．０ｔ／日（８．０ｔ／時間）

処理方式 破袋，手選別，機械圧縮・自動梱包，保管

主要施設
計量器，投入ホッパー，供給コンベア，手選別コンベア，
搬送コンベア，圧縮梱包機

施設設置者 株式会社　北海紙業

ＡＣＰＲファクトリー

ＡＣＰＲファクトリーの選別ライン

施設名 ＡＣＰＲ（エーシーピーアール）ファクトリー

所　在　地 旭川市流通団地２条５丁目

稼　　　働 平成１８年６月

敷地面積 ３，０７７㎡

建物面積 １，２３９㎡

施設規模 ６４．０ｔ／日（８．０ｔ／時間）

処理方式 破袋，手選別，機械圧縮・自動梱包，保管

主要施設
計量器，投入ホッパー，供給コンベア，手選別コンベア，
搬送コンベア，圧縮梱包機

施設設置者 株式会社　北海紙業

ＡＣＰＲファクトリー

ＡＣＰＲファクトリーの選別ライン

H25

端数処理後

abs変換

OK

年度 資源化量（ｔ） 年度 資源化量（ｔ）

平成２５年度 １，８９９ 平成３０年度 １，６２１

平成２６年度 １，８３５ 令和元年度 １，５７５

平成２７年度 １，８００ 令和２年度 １，４７４

平成２８年度 １，７４０ 令和３年度 １，４７６

平成２９年度 １，６９２ 令和４年度 １，４９４
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(１) 本市のごみ処理基本体系図（ごみ処理フロー）

燃やせるごみ 42,302 焼却処理 最終処分

76,429 21,229
燃やせないごみ

8,092
ガス缶・スプレー缶・ライター

缶，びん，紙パック，

家庭金物
4,334

ペットボトル 1,317

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装 5,874

段ボール 1,755

紙製容器包装 1,903

蛍光管 15

乾電池等 75

剪定枝 403

廃食用油（拠点回収） 13
資源化処理 資源化量

布類 261 （中間処理） 16,127

17,714
粗大ごみ 1,548

廃食用油（町内会） 6

再生可能な古紙，小型家電，

金属類，ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙびん，

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品，傘，木質素材
324

その他 9

自己搬入 1,983

家庭ごみ計 70,214

燃やせるごみ

非公開文書

廃肉骨粉

燃やせないごみ 3,056

ペットボトル 416

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装 30

事業系ごみ計 37,156

集団回収 9,857

家
　

　

　

庭
　

　

　

ご
　

　

　

み

事

業

系

ご
み

33,654

総排出量　　117,227

(１) 本市のごみ処理基本体系図（ごみ処理フロー）

※処理量は令和４年度実績（単位：ｔ）

燃やせるごみ 40,915 焼却処理 最終処分

73,375 20,873
燃やせないごみ

7,774
ガス缶・スプレー缶・ライター

缶，びん，紙パック，

家庭金物
3,928

ペットボトル 1,433

プラスチック製容器包装 5,892

段ボール 2,013

紙製容器包装 1,763

蛍光管 8

乾電池等 54

剪定枝 332

廃食用油（拠点回収） 10
資源化処理 資源化量

布類 295 （中間処理） 15,495

17,471
粗大ごみ 1,661

廃食用油（町内会） 5

再生可能な古紙，小型家電，

金属類，リターナブルびん，

プラスチック製品，傘，木質素材
322

その他 5

自己搬入 2,098

家庭ごみ計 68,508

燃やせるごみ

非公開文書

廃肉骨粉

燃やせないごみ 2,786

ペットボトル 372

プラスチック製容器包装 31

総排出量 111,187
事業系ごみ計 35,058

集団回収 7,621

家
　

　

　

庭
　

　

　

ご
　

　

　

み

事

業

系
ご

み

31,869

図表更新

６ ごみ処理体系（収集・運搬・処理） ６ ごみ処理体系（収集運搬・処理）
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(２) 家庭ごみの収集・運搬の状況 

ア 分別区分等 

【分別収集区分（１３分別）】 

 

 

イ 収集回数等 

【収集回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 家庭ごみの収集運搬の状況 

ア 分別区分等 

【分別収集区分（１３分別）】 

 

 

イ 収集回数等 

【収集回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭ごみの種類 収集形態 収集運搬 処理・処分方法

1 燃やせるごみ 焼却

2 燃やせないごみ， 埋立

ガス缶・スプレー缶・ライター 資源化

3 缶・びん・紙パック・家庭金物

4 ペットボトル

5 プラスチック製容器包装

6 段ボール

7 紙製容器包装

8 蛍光管

9 乾電池（体温計を含む）

10 剪定枝 戸別収集 直営

11 廃食用油 委託

12 布類

13 粗大ごみ 戸別収集 資源化・埋立

拠点回収

直営

ステーション
収集

委託

資源化

区分 市街地収集 郊外収集

週２回 週１回

（一部週２回）

燃やせないごみ，ガス缶・スプレー缶・

ライター，乾電池・蛍光管
隔週１回（２週に１回）

紙製容器包装，段ボール 隔週１回（２週に１回）

缶・びん・紙パック・家庭金物 週１回

プラスチック製容器
包装ペットボトル

週１回

燃やせるごみ

家庭ごみの種類 収集形態 収集運搬 処理・処分方法

1 燃やせるごみ 焼却

2 燃やせないごみ， 埋立

ガス缶・スプレー缶・ライター 資源化

3 缶・びん・紙パック・家庭金物

4 ペットボトル

5 プラスチック製容器包装

6 段ボール

7 紙製容器包装

8 蛍光管

9 乾電池（体温計を含む）

10 剪定枝 戸別収集 直営

11 廃食用油 委託

12 布類

13 粗大ごみ 戸別収集 資源化・埋立

拠点回収

直営

ステーション
収集

委託

資源化

市街地収集 郊外収集

週２回 週１回

（一部週２回）

隔週１回（２週に１回）

隔週１回（２週に１回）

週１回

週１回プラスチック製容器包装，ペットボトル

缶・びん・紙パック・家庭金物

紙製容器包装，段ボール

燃やせないごみ，ガス缶・スプレー缶・
ライター，乾電池・蛍光管

燃やせるごみ

区分
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(３) 集団回収の状況 

本市では，集団回収を推進するため，「再生資源回収奨励金制度注１」を，平成１０

年度から続けています。 

家庭からの，紙類，びん類，布類，金属類（アルミ缶・スチール缶）を，各団体

において独自に回収し，回収業者に売却した重量に応じて，奨励金を市から交付し

ています。 

【平成３０年（１月～１２月）の実施状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 集団回収の状況 

本市では，集団回収を推進するため，「再生資源回収奨励金制度注７」を，平成１０

年度から続けています。 

家庭からの，紙類，びん類，布類，金属類（アルミ缶・スチール缶）を，各団体

において独自に回収し，回収業者に売却した重量に応じて，奨励金を市から交付し

ています。 

【令和４年（１月～１２月）の実施状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９３９団体（登録団体１，０１５団体）

（内訳）

町内会７１５団体，自治会６１団体，老人クラブ１２団体，

学校４５校，幼稚園・保育園１２園，少年団３９団体，

その他５５団体

約９，８５７ｔ

（内訳）

紙類：約９，６４７ｔ，びん類：約８２ｔ，

金属類：約１１９ｔ，布類：約８ｔ

奨励金申請団体

奨励金交付総額 約３，４５３万円

資源回収総重量

注１　再生資源回収奨励金制度

(４)　事業系ごみの収集・運搬の状況

町内会，ＰＴＡなどボランティア団体による再生資源の回収活動が安定的に行われ，ごみの

減量・資源化を効率的に進められるよう，金銭的に支援する制度。

８９０団体（登録団体９８０団体） ごみ減量係に確認。

（内訳） 再生資源回収状況（令和5年2月28日確定）より

町内会６９５団体，自治会６３団体，老人クラブ１１団体， 端数調整

学校３２校，幼稚園・保育園６園，少年団３４団体， 回収量

その他４９団体 紙類

びん類

金属類

約７，６２１ｔ 布類

（内訳） 合計

紙類：約７，４７０ｔ，びん類：約４７ｔ， 合計四捨五入

金属類：約１０１ｔ，布類：約３ｔ 解決

1 

注１　再生資源回収奨励金制度

奨励金申請団体

奨励金交付総額 約２，６６５万円

資源回収総重量

注７ 再生資源回収奨励金制度   

町内会，ＰＴＡなどボランティア団体による再生資源の回収活動が安定的に行われ，ごみの減量・

資源化を効率的に進められるよう，金銭的に支援する制度。 
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(４) 事業系ごみの収集・運搬の状況 

事業活動に伴い排出される一般廃棄物は，事業者（排出者）の自己処理責任を義

務付けており，事業系ごみについては，事業者自らによる運搬，または一般廃棄物

収集運搬業の許可を有する許可業者による収集・運搬を行っています。 

 

【分別区分（６区分）】 

 

 

(５) 収集・運搬体制 

平成３１年４月１日現在，本市の収集・運搬体制は以下のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 事業系ごみの収集運搬の状況 

事業活動に伴い排出される一般廃棄物は，事業者（排出者）の自己処理責任を義

務付けており，事業系ごみについては，事業者自らによる運搬，又は一般廃棄物収

集運搬業の許可を有する許可業者による収集運搬を行っています。 

 

【分別区分（６区分）】 

 

 

(５) 収集運搬体制 

令和５年４月１日現在，本市の収集運搬体制は以下のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業系一般廃棄物の種類 収集・運搬 処分方法

1 燃やせるごみ 焼却

2 燃やせないごみ 埋立

3 ペットボトル

4 プラスチック製容器包装

5 古紙 古紙業者

6 空き缶 金属業者

一般廃棄物収集運搬許可業
者，又は排出事業者自らに

よる自己搬入

資源化

区分 車両台数 備考

直営 ８台 家庭ごみのうち，粗大ごみ，剪定枝等

委託 １３社 ６３台 家庭ごみのうち，直営以外のごみ

許可 １０社 １５６台 家庭の一時的多量ごみ及び事業系ごみ

限定許可 ８５社 ６８１台
伐採後の木の根（枝，ぼさ注１含む。），

及び特定家庭用機器

注１　ぼさ

笹，ススキ，根曲がり竹，草の類に準じるもので，その葉も含みます。

事業系一般廃棄物の種類 収集・運搬 処分方法

1 燃やせるごみ 焼却

2 燃やせないごみ 埋立

3 ペットボトル

4 プラスチック製容器包装

5 古紙 古紙業者

6 空き缶 金属業者

一般廃棄物収集運搬許可業
者，又は排出事業者自らに

よる自己搬入

資源化

注７　ぼさ

区分 車両台数 備考

直営 ８台 家庭ごみのうち，粗大ごみ，剪定枝等

委託 １２社 ６３台 家庭ごみのうち，直営以外のごみ

許可 １０社 １５６台 家庭の一時的多量ごみ及び事業系ごみ

限定許可 ８５社 ６８１台
伐採後の木の根（枝，ぼさ注６含む。），

及び特定家庭用機器

注８ ぼさ   

笹，ススキ，根曲がり竹，草の類に準じるもので，その葉も含みます。 
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７ アンケート調査 

 

令和元年度旭川市民アンケート調査における，「環境に対する意識や取組」についての

状況（前回調査平成２７年度との比較）は，次のとおりです。 

全体として，ごみの減量化やリサイクルに対する意識は高いものの，行動している割

合がやや低下していることから，具体的な取組の推進に努める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ アンケート調査 

 

令和５年度旭川市民アンケート調査における，「環境に対する意識や取組」についての

状況（前回調査令和元年度との比較）は，次のとおりです。 

全体として，ごみの減量化やリサイクルに対する意識は高いものの，行動している割

合がやや低下していることから，具体的な取組の推進に努める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 環境に対する意識や取組についておたずねします。

問１

（単位：％）

※「無回答」は除く。

問２

※「無回答」は除く。
※一部抜粋。

回答 令和元年度 平成２７年度 増減
行動している 82.1 86.2 ▲4.1

行動していない 16.7 11.0 5.7

回答 令和元年度 平成２７年度 増減

マイバッグなどを利用して，レジ袋

の削減や過剰包装を控えるよう努め

ている

89.8 90.8 ▲1.0

町内会などが行う資源回収に協力し

ている
71.5 72.5 ▲1.0

生ごみの堆肥化など，ごみの再資源
化に取り組んでいる。

19.1 23.2 ▲4.1

環境にやさしい製品（エコマーク製
品など）を購入するようにしている

16.5 20.6 ▲4.1

環境学習会や地域の美化活動に参加
している

9.7 12.5 ▲2.8

　ふだんの生活から，ごみの減量化や省エネなど，環境に配慮した

行動をしていますか。

　どのような行動をしていますか（問１で「行動している」と回答
した方のみ）。

Inweb　広聴係

Ⅰ 環境に対する意識や取組についておたずねします。 旭川市民アンケート調査関係

問１ 令和5年度旭川市民アンケート調査

単純集計表（PDF）(PDF：334KB)
P21　Ｉ 環境に対する意識や取組についておたずねします。

（単位：％）

※「無回答」は除く。

問２

※「無回答」は除く。
※一部抜粋。

回答 令和元年度 令和５年度 増減
行動している 82.1 80.6 ▲1.5

行動していない 16.7 18.1 1.4

回答 令和元年度 令和５年度 増減

マイバッグなどを利用して，レジ袋
の削減や過剰包装を控えるよう努め

ている

89.8 92.9 3.1

町内会などが行う資源回収に協力し

ている
71.5 66.0 ▲5.5

生ごみの堆肥化など，ごみの再資源
化に取り組んでいる。

19.1 16.4 ▲2.7

環境にやさしい製品（エコマーク製
品など）を購入するようにしている

16.5 16.0 ▲0.5

環境学習会や地域の美化活動に参加
している

9.7 8.2 ▲1.5

　ふだんの生活から，ごみの減量化や省エネなど，環境に配慮した

行動をしていますか。

　どのような行動をしていますか（問１で「行動している」と回答
した方のみ）。
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第３ 新たなごみ処理システム 

１ ごみ処理システム再構築の必要性 

 現在のごみ処理システムは，平成８年の近文リサイクルプラザ及び近文清掃工場の稼

働開始による家庭ごみ分別収集の開始以降，分別収集する品目を増やしながら，現在の

体系を構築してきました。 

分別収集開始から２０年以上が経過し，各ごみ処理施設は老朽化などの問題を抱える

ようになりました。近文清掃工場については平成２４年度からの基幹的改良工事により

延命化を図りましたが，その期間は約１０年間を見込んでおり，その後を見据えた施設

更新について検討を開始しなければならない時期となりました。 

また，平成１５年に埋立処分を開始した旭川市廃棄物処分場は，当初平成３０年３月

までとしていた埋立期間を，地域との協定変更により令和１２年３月まで延長していま

すが，それ以降の最終処分場の確保に向けて計画的に取り組む必要があります。 

これらのことから，次の施設整備に向けた取組を進めていくために，排出から焼却処

理や資源化等の中間処理を経て最終処分に至るまでの工程について見直し，環境負荷が

少なく本市に適したごみ処理を進めていくために，ごみ処理システムを再構築します。 

なお，近文清掃工場の延命化期間が令和８年度となっていることから，この更新時期

に合わせて新たなごみ処理システムへ移行することを検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ ごみ処理システムの検討 

１ これまでの経過 

現在のごみ処理システム注９は，平成８年の旭川市近文リサイクルプラザ及び旭川市近

文清掃工場の稼働開始による家庭ごみ分別収集の開始以降，分別収集する品目を増やし

ながら，現在の体系を構築してきました。 

この間，各ごみ処理施設は老朽化などの問題を抱えるようになり，旭川市近文清掃工

場については，平成２５年度からの基幹的設備改良工事により約１０年間の延命化を図

り，旭川市廃棄物処分場については，地域との協定変更により埋立期間を令和１２年３

月まで延長し，本市のごみ処理を安全かつ安定的に行ってきたところです。 

こうした中，平成２８年３月に策定した「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】」に

おいて，現ごみ処理施設の更新時期を踏まえ，今後のごみ処理システムの再構築に向け

て検討を行うこととしました。 

平成２９年６月に「旭川市最終処分場整備基本構想」，平成３１年４月に「旭川市清掃

工場整備基本構想」を策定し，新たなごみ処理システムの基本方針の方向性などを整理

するとともに，令和２年に改訂した「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】（第２版）」

において，「廃プラスチック類」の焼却や燃やせないごみ及び粗大ごみ（現在，一時的多

量ごみとして旭川市廃棄物処分場に自己搬入できるごみを含む。）の破砕・選別などを目

指すこととしました。 

しかし，焼却施設と最終処分場については，建設費などの市場価格の高騰や電力系統

の空き容量不足などの多くの課題に直面し，これまで整理した内容での施設整備の見通

しが立たないことから，令和３年７月に策定した「旭川市ごみ処理施設整備基本方針」

において，実現可能なごみ処理施設整備に向けた基本的な方向性を次のとおり整理しま

した。 

 

① 焼却施設については，新設を基本とし，破砕選別施設を導入することと 

していましたが，事業のリスクや財政的な負担を回避するため，破砕・選別施設

の導入を見送り，旭川市近文清掃工場の再延命化を基本とします。 

 

② 最終処分場については，覆蓋型を基本としていましたが，現行の埋立対 

象物に合わせた施設整備とし，構造形式はオープン型を基本とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなごみ処理システムは廃止のため，章立てを変更 

 

 

 

 

 

 

当初計画で想定していたごみ処理システムの内容の説

明と，旭川市ごみ処理施設整備基本方針策定までの経

過を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注９ ごみ処理システム   

ごみが排出されてから，焼却処理や資源化等の中間処理工程を経て，最終的に埋立処分されるま

での全体的な体系を意味しています。 
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２ 新たなごみ処理システムの検討経過 

 

平成２８年３月に策定した「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】」では，ごみ処理

施設の更新時期を踏まえ，今後のごみ処理システム注１の再構築に向けた検討を行うとし

ています。また，今後のごみ処理システムでは，可能な限り最終処分量を減少させてい

くことや廃棄物系バイオマスの有効活用，廃棄物発電を含めた廃棄物エネルギー回収の

高効率化などについて検討を進めることとしていることから，これらについてごみ処理

施設整備と合わせて検討を行ってきました。 

平成２９年６月に策定した「旭川市最終処分場整備基本構想」では，新たなごみ処理

システムの基本方針として，「最終処分量の抑制や廃棄物エネルギー回収の効果を追求

し，地球温暖化に配慮した経済的なごみ処理システムの構築を目指す」とし，ごみ処理

システムを具体化するため，新たに，①破砕・選別施設の導入，②廃プラスチック類注２

の焼却処理への移行，③メタン発酵施設の導入，の３つの方策について検討することと

しました。 

これらの新たな方策については，平成３１年４月に策定した「旭川市清掃工場整備基

本構想」において検討を行い，将来のごみ処理システムにおける中間処理システムの基

本方針を次のとおり整理しました。 

・安全性の確保や周辺環境に配慮した経済的な中間処理システムを目指す。 

・破砕・選別施設の導入や，廃プラスチック類の焼却処理への移行により，最終処分

量の削減や資源化率及びエネルギー回収の向上を目指す。 

・廃棄物エネルギー回収については，焼却処理による高効率の熱回収を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新たな課題等への対応 

 

旭川市ごみ処理施設整備基本方針の策定に伴い，今後も現在と同様のごみ処理システ

ムを維持していきますが，次のとおり調査検討を進めていきます。 

 

⑴ 汚れたプラスチック製容器包装の焼却処理への移行 

現在，燃やせないごみとして排出され，埋立処分している汚れたプラスチック製

容器包装を焼却処理へ移行するなど，旭川市近文清掃工場の処理能力の範囲内で対

応可能な最終処分量の抑制及び最終処分場周辺環境への負荷の低減に向けた取組を

検討します。 

 

⑵ プラスチック使用製品廃棄物のリサイクル 

プラスチック資源循環法が令和４年に施行され，市町村は，その区域内における

プラスチック使用製品廃棄物の分別収集及び再商品化に必要な措置を講ずるよう努

めることとされました。 

本市では現在，市内７か所で拠点回収を行い，回収物を民間事業者に売却してい

るため，プラスチック資源循環法で示すリサイクル方法（マテリアルリサイクル又

はケミカルリサイクル）への転換に向けて，収集体制や資源化の方法について検討

を進めていきます。 

 

⑶ 経済的かつ効果的なごみ処理システムの調査検討 

当初目指していたごみ処理システムの再構築については，旭川市近文清掃工場の

再延命化期間終了後を見据えて，ごみ処理に係る国際的な動向や社会情勢を注視し

ながら，減量化・資源化に資する取組も含めて，より経済的かつ効果的なごみ処理

システムとなるよう，引き続き調査検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題提起と検討内容を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１　ごみ処理システム

注２　廃プラスチック類

ごみが排出されてから，焼却処理や資源化等の中間処理工程を経て，最終的に埋立処分され

るまでの全体的な体系を意味しています。

リサイクルの対象とならないプラスチック製品や，汚れたプラスチック製容器包装を指しま

す。
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３ 新たなごみ処理システム 

 

(１) 新たなごみ処理システムの概要 

新たなごみ処理システムのフローは，次のとおりです。 

 

 

燃やせるごみは焼却施設で燃やして，熱エネルギーを回収します。なお，最終処分量

の抑制と高効率なエネルギー回収を目的として，次期清掃工場の供用開始以降は，現在

燃やせないごみに分別している「廃プラスチック類」を燃やせるごみとして分別するこ

ととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなごみ処理システムは廃止のため削除 

 

 

図表削除 
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燃やせないごみ及び粗大ごみ（現在，一時的多量ごみとして廃棄物処分場に自己搬入

できるごみを含む。）は破砕・選別施設で破砕し，資源物・可燃性残さ・不燃性残さに選

別して，それぞれ資源化・焼却処理・埋立処分します。

資源物のうち，容器包装リサイクル法の対象品目及び家庭金物は中間処理施設におい

て異物を取り除いた後に資源化します。その他の資源物についても，再生利用事業者に

引き渡し，資源化します。

(２) 新たなごみ処理システムへの移行

新たなごみ処理システムへの移行は，次期清掃工場の供用開始に合わせて行うこ

ととします。

〈ごみ処理施設整備スケジュール〉

なお，新たなごみ処理システムへの移行に当たっては，市民に対して十分な周知

期間を設けるとともに，必要に応じて事前にモデル収集を行うなど，市民生活への

影響に配慮します。

年度

施設

缶・びん等資源物

中間処理施設
建設工事 供用開始

次期清掃工場 建設工事 供用開始

次期最終処分場 建設工事
供用

開始

計画期間

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

システム

移行
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第４ 基本計画 

１ 基本理念 

 

「“恵まれた環境との共生・美しい循環のまち あさひかわ”を目指して」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４ 基本計画 

１ 基本理念 

 

「“恵まれた環境との共生・美しい循環のまち あさひかわ”を目指して」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真更新 
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２ 基本方針 

 

平成２３年３月策定の「新・旭川市ごみ処理基本計画」に掲げた基本方針（①ごみの

発生・排出抑制の推進 ②環境への負荷の配慮 ③安全で適正なごみ処理の推進 ④効

率的なごみ処理体制の推進）の考え方を維持しつつ，将来的なごみ処理施設の整備等を

見据え，次の４つを基本方針として施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本方針 

 

平成２８年３月策定の「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版】」に掲げた次の４つの

基本方針に沿って施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行計画との対比内容に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仕組み作りの推進」から，「ごみ処理の推進」と修正 

 

 

 

 

SDGｓの目標等を踏まえた内容へ修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 方 針

●基本方針１　ごみの減量・資源化の推進

　ごみの「発生・排出抑制（Reduceリデュース）」，「再使用
（Reuseリユース）」，「再生利用（Recycleリサイクル）」の３Ｒ
の取組を着実に進めるとともに，「断る（Refuseリフューズ）」，
「修理（Repairリペア）」，「長期使用（Long useロングユー
ス）」を推進します。

●基本方針２　安全・適正なごみ処理の推進と

　　　　　　　エネルギーの活用

地球環境に配慮した安全で適正・確実なごみ処理の推進とともに，
その過程で発生するエネルギーを有効活用します。

●基本方針３　効率的・効果的なごみ処理の推進

市民，町内会，事業者，市民団体等と市の連携・協働のもと，ごみ
の排出状況に柔軟に応じながら，より効率よく効果のあるごみ処理
の仕組みづくりを推進します。

●基本方針４　環境との共生の推進

環境への負荷が小さい環境と共生するごみ処理を目指します。

←修正

←修正

基 本 方 針

●基本方針１　ごみの減量・資源化の推進

　ごみの「発生・排出抑制（Reduceリデュース）」，「再使用
（Reuseリユース）」，「再生利用（Recycleリサイクル）」の３Ｒ
の取組を着実に進めるとともに，「断る（Refuseリフューズ）」，
「修理（Repairリペア）」，「長期使用（Long useロングユー
ス）」を推進します。

●基本方針２　安全・適正なごみ処理の推進とエネルギーの活用

　地球環境に配慮した安全で適正・確実なごみ処理の推進ととも
に，その過程で発生するエネルギーを有効活用します。

●基本方針３　効率的・効果的なごみ処理の推進

　市民，町内会，事業者，市民団体等と市の連携・協働のもと，ご
みの排出状況に柔軟に応じながら，効率よく効果のあるごみ処理を
推進します。

●基本方針４　環境との共生の推進

　環境への負荷の少ない持続可能な社会の実現を目指し，環境との
共生を推進します。
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★これからのごみ処理 

 

 

 

 

 

 

 

★これからのごみ処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

５R＋１L とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「発生・排出抑制（Reduce リデュース）」

「再使用（Reuse リユース）」

「再生利用（Recycleリサイクル）」

２Ｒ
３Ｒ

５Ｒ

「断る（Refuseリフューズ）」

「修理（Repairリペア）」＆「長期使用（Long useロングユース）」

基本方針 １　ごみの減量・資源化の推進

基本方針 ２　安全・適正なごみ処理の推進とエネルギーの活用

安全・適正なごみ処理

エネルギー活用

基本方針 ３　効率的・効果的なごみ処理の推進

市民，事業者等との連携・協働

効率的・効果的なごみ処理

【基本理念】

「“恵まれた環境との共生・美しい循環のまち　あさひかわ”を目指

して」

基本方針 ４　環境との共生の推進

環境との共生
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★施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基　本　理　念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   基　本　方　針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

   基本方針１

　

       ごみの減量・資源化の推進　

   基本方針２

　　 安全・適正なごみ処理の推進

　   とエネルギーの活用　　　

   基本方針３ 

 
　　 効率的・効果的なごみ処理の

　   推進　　　

   基本方針４

   　環境との共生の推進

”
恵
ま
れ
た
環
境
と
の
共
生
・
美
し
い
循
環
の
ま
ち
　
あ
さ
ひ
か
わ
“
を
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基本施策を１からの連番に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　施　策　の　展　開　　　　　　　　　　　　　　 数値・行動目標　　　　　　　　　　　　　　 

基本施策１　家庭ごみの減量・資源化の推進

基本施策２　事業系ごみの減量・資源化の推

進

基本施策１　充実した収集運搬体制の維持

基本施策２　資源物の中間処理体制の確保

基本施策３　安定した焼却処理の実施と

　　　　　　エネルギーの有効活用

基本施策４　最終処分場の適正管理

基本施策５　困難性を伴うごみの適正処理

基本施策１　市民との連携・協働

基本施策２　事業者との連携
基本施策３　広域処理体制の確保

基本施策４　適正なごみ処理手数料の設定

　　　　　　及び効果的な活用

基本施策１　不法投棄等の防止対策

基本施策２　環境美化の推進

基本施策３　地球環境に配慮した

　　　　　　国際的課題への対応

●総排出量　　　　　　　　　　　　　　 

●１人１日当たりの排出量

（家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収）　　　　　　　　　　　　　 

●リサイクル率　　　　　　　　 

●焼却処理量　　　　　　　　 

●埋立処分量　　　　　　　　 

数値目標

●ごみ処理経費に関する

　行動目標　　　　　　　　 

●ごみ処理に係る温室
　効果ガスに関する

　行動目標　　　　　　　　 

行動目標
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３ 基本施策及び施策の展開 

 

４つの基本方針ごとに基本施策を設定し，施策を展開します。 

 

 

以下の取組を推進します。 

①発生・排出抑制（Reduceリデュース） 

②再使用（Reuseリユース） 

③再生利用(Recycleリサイクル) 

④断る（Refuse リフューズ） 

⑤修理（Repair リペア）＆長期使用（Long useロングユース） 

 

 

■基本施策１ 家庭ごみの減量・資源化の推進 

排出する前に「ごみ」を「ごみ」としない工夫と行動を広め，家庭ごみの減量・資源

化を推進します。 

 

 

■基本施策２ 事業系ごみの減量・資源化の推進 

排出者責任や拡大生産者責任を踏まえ，自主的な事業系ごみの排出抑制や分別の徹底

などにより，事業系ごみの減量・資源化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

３ 基本施策及び施策の展開 

 

４つの基本方針ごとに基本施策を設定し，施策を展開します。 

 

 

以下の取組を推進します。 

① 発生・排出抑制（Reduceリデュース） 

② 再使用（Reuseリユース） 

③ 再生利用(Recycleリサイクル) 

④ 断る（Refuseリフューズ） 

⑤ 修理（Repairリペア） 

⑥ 長期使用（Long useロングユース） 

 

■基本施策１ 家庭ごみの減量・資源化の推進 

排出する前に「ごみ」を「ごみ」としない工夫と行動を広め，家庭ごみの減量・資源

化を推進します。 

 

 

■基本施策２ 事業系ごみの減量・資源化の推進 

排出者責任や拡大生産者責任を踏まえ，自主的な事業系ごみの排出抑制や分別の徹底

などにより，事業系ごみの減量・資源化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リペアとロングユースを分けた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品ロス削減推進計画策定を踏まえ追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品ロス削減推進計画策定を踏まえ追記 
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■基本施策１ 家庭ごみの減量・資源化の推進 

●普及啓発の充実 

ごみの減量・資源化は，地域・事業所・家庭において着実に浸透してきています。 

今後も，その意識と行動の定着・持続・向上を図るため，地域や事業者との対話を重

視するとともに，環境イベントの開催やパネル展示，パンフレットの配布等により，本

市のごみ処理経費やごみの排出抑制及び適切な分別の必要性などの周知・情報提供を積

極的に行い，普及啓発の更なる充実を図ります。 

また，ごみの減量・資源化の推進に向けては，「知識」にとどまらず「行動」すること

が必要であり，特に幼少期から意識付けを行うことで「実践力」を養うことが重要であ

ることから，身近で実践しやすく，年少者から高齢者まで参加できる学習機会の提供と

充実を図ります。 

●「ごみの発生及び排出抑制・断る」の推進 

リサイクルに比べて取組が遅れている２Ｒ（ごみの発生及び排出抑制，再使用）の推

進を目的とした取組を進めていきます。また，市民団体や事業者と連携し，レジ袋の使

用や使い捨て商品購入の自粛，簡易包装やバラ売り・量り売り商品の選択を促すなど，

「環境にやさしい買い物」の推進を図ります。 

●「再使用」「修理」「長期使用」の推進 

粗大ごみとして集めた家具や自転車等の有効利用を図るとともに，壊れたものでも修

理して使用したり，不要になった物を必要な人に譲り渡したり，リユースショップ等に

引き取ってもらったりする行動を促す取組を進め，子供から大人まで「ものを大切にす

る」ことの大切さを広げていきます。 

●生ごみの減量等の推進 

燃やせるごみの約４割を占める「生ごみ」については，引き続き，堆肥化による減量

化と家庭や地域での有効活用を推進するために，旭川市生ごみマイスター連絡会と連携

して堆肥づくり講習会や地域での相談会等の取組を継続するほか，水切りの浸透や生ご

みをなるべく出さないレシピの周知などを継続するとともに，効果的な減量・資源化の

検討を進め情報を発信していきます。 

また，生ごみのうち，食べられるのに捨てられてしまう「食品ロス」についての問題

意識の醸成を図ると共に，食べ残しや直接廃棄等の家庭での排出実態を踏まえた取組を

進め，生ごみの排出抑制を図ります。 

●家庭や地域での資源循環の推進 

地域内で，紙類，びん類，布類や金属類（アルミ缶・スチール缶）などの再生資源回

収の取組や，家庭から出る生ごみ等の資源化・自家処理の取組に対する支援を継続して

いきます。 

 

 

 

■基本施策１ 家庭ごみの減量・資源化の推進 

●普及啓発の充実 

ごみの減量・資源化については，その意識と行動の定着・持続・向上を図るため，地

域や事業者との対話を重視するとともに，環境イベントの開催やパネル展示，パンフレ

ットの配布等により，本市のごみ処理経費やごみの排出抑制及び適切な分別の必要性な

どの周知・情報提供を積極的に行い，普及啓発の更なる充実を図ります。 

また，ごみの減量・資源化の推進に向けては，「知識」にとどまらず「行動」すること

が必要であり，特に幼少期から意識付けを行うことで「実践力」を養うことが重要であ

ることから，身近で実践しやすく，年少者から高齢者まで参加できる学習機会の提供と

充実を図ります。 

 

 

●「ごみの発生及び排出抑制・断る」の推進 

リサイクルに比べて取組が遅れている２Ｒ（ごみの発生及び排出抑制，再使用）の推

進を目的とした取組を進めていきます。また，市民団体や事業者と連携し，レジ袋の使

用や使い捨て商品購入の自粛，簡易包装やバラ売り・量り売り商品の選択を促すなど，

「環境にやさしい買い物」の推進を図ります。 

●「再使用」「修理」「長期使用」の推進 

粗大ごみとして集めた家具や自転車等の有効利用を図るとともに，壊れたものでも修

理して使用したり，不要になった物を必要な人に譲り渡したり，リユースショップ等に

引き取ってもらうなど，長期使用の重要性を伝える取組を進め，子供から大人まで「も

のを大切にする」ことの意識を広げていきます。 

●食品ロスの削減等による生ごみの減量の推進 

燃やせるごみの約３割を占める「生ごみ」について，食べられるのに捨てられてしま

う「食品ロス」についての問題意識の醸成を図るとともに，食べ残しや直接廃棄等の家

庭での排出実態を踏まえた取組を進め，生ごみの排出抑制を図ります。 

また，発生した生ごみについては，引き続き，堆肥化による減量化と家庭や地域での

有効活用を推進するために，旭川市生ごみマイスター連絡会と連携して堆肥づくり講習

会や相談会を継続するほか，水切りの浸透や生ごみをなるべく出さないレシピの周知な

どを継続するとともに，効果的な減量・資源化の検討を進め，情報を発信していきます。 

 

●家庭や地域での資源循環の推進 

地域での，紙類，びん類，布類や金属類（アルミ缶・スチール缶）などの再生資源回

収の取組や，家庭から出る生ごみ等の資源化・自家処理の取組に対する支援を継続して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

一人当たりのごみ排出量が横ばいであり，十分に浸透

しているとは言えないため削除し，全体的に文言を修

正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロングユースの視点を追記 

 

 

生ごみの減量とは分けて，食品ロス削減の取組も実施

しているため追記 

 

 

 

相談会は主にイベント時に開催しているため，「地域で

の」という文言を削除 
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●資源ごみ拠点回収の充実 

市民の利便性の向上とともに資源ごみの回収量を増やすため，品目の拡大を図るとと

もに，事業者との連携により，多くの人が集まる商業施設等での休日臨時拠点回収など

も含め，拠点増設に向けた取組を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●資源ごみ拠点回収の充実 

資源ごみの回収量を増やすために，市民への一層の周知及びさらなる拠点の増設の模

索，並びに，事業者との連携により，多くの人が集まる商業施設等での休日臨時拠点回

収の実施等，市民の利便性の向上に向けた取組を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品目の拡大予定はないため削除し，周知の強化と拠点

増設，休日臨時拠点回収などで利便性向上を図る内容

に修正。 
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■基本施策２ 事業系ごみの減量・資源化の推進 

●普及啓発及び排出指導の充実 

事業活動に伴い発生する事業系一般廃棄物の分別の徹底と，適切な処理の重要性を理

解してもらい，排出者責任注１を踏まえ，率先して減量・資源化に取り組んでもらえるよ

う意識啓発を図るとともに，必要な排出指導を行います。 

●事業系生ごみ・古紙の減量・資源化の推進 

近年の課題である事業系生ごみ・古紙については，事業者における食品ロス削減の取

組の推進や事業系古紙回収協力店制度注２の拡充とともに，より効果的な手法の調査・研

究を進め，減量・資源化を図ります。 

 

 

 

 

 

●発生抑制の自主的な取組の推進 

市内の百貨店，スーパー，専門店，商店街，一般小売店のうち，バラ売り・量り売り，

マイバッグの販売，簡易包装の呼びかけなど，２Ｒ等に積極的に取り組む事業所・店舗

を認定し広く周知する制度を継続するとともに，拡大生産者責任注３の考え方を踏まえ，

生産・流通・販売の各段階における有効な方策について国や関係機関に働きかけ，事業

者による発生抑制の自主的な取組を推進します。 

 

 

 

 

 

■基本施策２ 事業系ごみの減量・資源化の推進 

●普及啓発及び排出指導の充実 

事業活動に伴い発生する事業系一般廃棄物の分別の徹底と，適切な処理の重要性を理

解してもらい，排出者責任注１０を踏まえ，率先して減量・資源化に取り組んでもらえる

よう意識啓発を図るとともに，必要な排出指導を行います。 

●古紙類の減量・資源化の推進 

事業系古紙回収協力店制度注１１の周知を継続するとともに，事業者への訪問調査等の

際には，分別状況の確認や排出指導のほか，古紙類の資源化について，対象品目や取組

方法を紹介するなど，減量・資源化を図ります。 

●食品ロスの削減等による生ごみの減量の推進 

旭川市食品ロス削減ポータルサイトに事業者向けコンテンツを掲載するとともに，食

品関連事業者への訪問等を行い，宴会での食べ残し削減や，少量提供，期限切れ廃棄の

削減などの取組について，周知・啓発に努めます。 

 

●発生抑制の自主的な取組の推進 

市内のスーパー，専門店，商店街，一般小売店のうち，ばら売り・量り売り，マイバ

ッグの販売，簡易包装の呼びかけなど，２Ｒ等に積極的に取り組む事業所・店舗を認定

し広く周知する制度を継続するとともに，拡大生産者責任注１２の考え方を踏まえ，生産・

流通・販売の各段階における有効な方策について国や関係機関に働きかけ，事業者によ

る発生抑制の自主的な取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業系生ごみの項目を削除し，事業系古紙回収協力店

の制度や受け入れ場所を周知することで，利活用の推

進を図る内容に修正 

 

 

生ごみの減量とは分けて，食品ロス削減の取組も実施

しているため項目を追記 

 

 

 

市内に百貨店がなくなったため文中から削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１　排出者責任

注２　事業系古紙回収協力店制度

注３　拡大生産者責任

　循環型社会形成推進基本法における施策の基本理念の考え方の１つ（もう１つの考え方は

「拡大生産者責任」）です。
　排出者責任とは，廃棄物を排出する者が，その適正処理に関する責任を負うべきであると

の考え方であり，廃棄物・リサイクル対策の基本的な原則の１つで，具体的には，廃棄物を
排出する際に分別すること，事業者がその廃棄物の処理を自ら行うこと等が挙げられます。

　資源化可能な古紙を適正な資源化ルートに誘導するため，古紙を受入れできる事業所を募

集・登録し，その利用を広く排出事業者に周知することにより，古紙の減量・資源化を推進
する制度です。平成２６年度から実施しています。

　拡大生産者責任は，生産者が，その生産した製品が使用され，廃棄された後においても，

当該製品の適切なリユース・リサイクルや処分に一定の責任（物理的又は財政的責任）を負
うという考え方です。

注１０　排出者責任

注１１　事業系古紙回収協力店制度

注１２　拡大生産者責任

　循環型社会形成推進基本法における施策の基本理念の考え方の１つ（もう１つの考え方は

「拡大生産者責任」）です。
　排出者責任とは，廃棄物を排出する者が，その適正処理に関する責任を負うべきであると

の考え方であり，廃棄物・リサイクル対策の基本的な原則の１つで，具体的には，廃棄物を
排出する際に分別すること，事業者がその廃棄物の処理を自ら行うこと等が挙げられます。

　資源化可能な古紙を適正な資源化ルートに誘導するため，古紙を受入れできる事業所を募

集・登録し，その利用を広く排出事業者に周知することにより，古紙の減量・資源化を推進
する制度です。平成２６年度から実施しています。

　拡大生産者責任は，生産者が，その生産した製品が使用され，廃棄された後においても，

当該製品の適切なリユース・リサイクルや処分に一定の責任（物理的又は財政的責任）を負
うという考え方です。
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●市役所におけるごみの発生・排出抑制 

市有施設からの事業系一般廃棄物の排出量は，年間約１，１００トンであり，市役所

も事業系一般廃棄物を多量に排出する一事業者としての責務を担っています。 

今後も，各市有施設に対する分別排出の徹底など３Ｒを推進し，一事業者としての社会

的責任を果たすとともに，市民や事業者の模範となるよう率先して取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市役所におけるごみの発生・排出抑制 

市役所は事業系一般廃棄物の多量排出事業者（年間約９３０トン（令和４年度実績））

であることから，今後も分別排出の徹底など３Ｒを推進し，一事業者としての社会的責

任を果たすとともに，市民や事業者の模範となるよう率先して取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４実績値を記載し文章を修正 
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地球環境に配慮した安全で適正・確実なごみ処理とともに， 

その過程で発生するエネルギーの有効活用を推進します。 

 

■基本施策１ 充実した収集運搬体制の維持 

市民の利便性の向上やごみの適正処理，効率的な収集などを目指して，家庭ごみ及び

事業系ごみの収集運搬体制の充実を図ります。 

 

 

■基本施策２ 資源物の中間処理体制の確保 

民間事業者との連携を深め，より効果的な廃棄物の資源化や体制づくりを推進し，中

間処理の充実を図ります。 

 

 

■基本施策３ 安定した焼却処理の実施とエネルギーの有効活用 

的確な管理と厳しい監視のもと，大気汚染等の抑制に配慮した廃棄物の焼却処理を継

続するとともに，焼却施設の更新に向けた検討・取組を進め，焼却処理の充実を図りま

す。また，廃棄物の処理の過程で発生するエネルギーの有効な活用を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球環境に配慮した安全で適正・確実なごみ処理とともに， 

その過程で発生するエネルギーの有効活用を推進します。 

 

■基本施策３ 充実した収集運搬体制の維持 

市民の利便性の向上やごみの適正処理，効率的な収集などを目指して，家庭ごみ及び

事業系ごみの収集運搬体制の充実を図ります。 

 

 

■基本施策４ 資源物の中間処理体制の確保 

民間事業者との連携を深め，より効果的な廃棄物の資源化や体制づくりを推進し，中

間処理の充実を図ります。 

 

 

■基本施策５ 安定した焼却処理の実施とエネルギーの有効活用 

的確な管理と厳しい監視のもと，大気汚染等の抑制に配慮した廃棄物の焼却処理を継

続するとともに，焼却施設の整備に向けた検討・取組を進め，焼却処理の安定的な稼働

に努めます。また，廃棄物の処理の過程で発生するエネルギーの有効な活用を推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策を１からの連番に修正（以下同） 

 

 

 

家庭ごみの ～ 【充実】に修正 

事業系ごみの【適正な】 ～ 【維持】に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼却施設の整備から工場の際延命化に修正 

当初のバイオマス活用（廃棄物エネルギーを活用した

電気の自営線供給）の計画がなくなったため項目削除 
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■基本施策４ 最終処分場の適正管理 

安全で適正な埋立による廃棄物の最終処分を継続するとともに，次期最終処分場の整

備に向けた検討・取組を進め，最終処分の適正管理を図ります。 

 

 

■基本施策５ 困難性を伴うごみの適正排出 

困難性を伴うごみを適正に処理するため，関係する機関や団体などと連携を図りなが

ら取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本施策６ 最終処分場の適正管理 

安全で適正な埋立による廃棄物の最終処分を継続するとともに，次期最終処分場の整

備に向けた検討・取組を進め，最終処分の適正管理を図ります。 

 

 

■基本施策７ 困難性を伴うごみの適正処理化の推進 

困難性を伴うごみを適正に処理するため，関係する機関や団体などと連携を図りなが

ら取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期最終処分場の確保から整備に修正 
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■基本施策１ 充実した収集運搬体制の維持 

●家庭ごみの収集運搬体制 

市内で排出される家庭ごみは，民間事業者への全面委託によるステーション収集を継

続するほか，資源化が可能なごみの拠点回収や，高齢者や障害者のための「ふれあい収

集注１」など，市民の利便性に配慮した収集運搬体制を維持していくとともに，高齢化が

進む地域の実情や，ごみの排出量の変化に柔軟に対応していくために適宜見直しを行い，

収集運搬体制の充実を図ります。 

●事業系ごみの収集運搬体制 

市内で事業活動に伴い排出される事業系ごみは，排出者である事業者が自ら収集運搬

を行うほか，一般廃棄物の収集運搬業の許可や再生利用業の指定を受けている者が収集

運搬を行うこととします。 

今後も，関係団体と連携し，排出量の変化等に応じた収集運搬体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本施策３ 充実した収集運搬体制の維持 

●家庭ごみの収集運搬体制の充実 

市内で排出される家庭ごみは，民間事業者への全面委託によるステーション収集を継

続するほか，資源化が可能なごみの拠点回収や，高齢者や障害者のための「ふれあい収

集注１３」など，市民の利便性に配慮した収集運搬体制を維持していくとともに，高齢化

が進む地域の実情や，ごみの排出量の変化に柔軟に対応していくために適宜見直しを行

い，収集運搬体制の充実を図ります。 

●事業系ごみの適正な収集運搬体制の維持 

市内で事業活動に伴い排出される事業系ごみは，排出者である事業者が自ら収集運搬

を行うほか，一般廃棄物の収集運搬業の許可や再生利用業の指定を受けている者が収集

運搬を行っています。 

今後も，市のごみ排出量と，収集運搬能力とを勘案し，適正な収集運搬体制を維持し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限定許可の考えから，収集運搬体制の充実→適正な収

集運搬体制の維持へ修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１　ふれあい収集

　高齢等により自力でごみを排出することが困難で，他の方の協力が得られない市民に対す

る戸別収集制度です。収集時に声掛けなどを行い，ひとり暮らしの高齢者の安否確認等も

行っています。

注１３　ふれあい収集

　高齢等により自力でごみを排出することが困難で，他の方の協力が得られない市民に対す

る戸別収集制度です。収集時に声掛けなどを行い，ひとり暮らしの高齢者の安否確認等も

行っています。
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■基本施策２ 資源物の中間処理体制の確保 

●適切な中間処理の継続 

一般廃棄物として排出された「缶・びん・紙パック・家庭金物」，「ペットボトル」，「プ

ラスチック製容器包装」及び「紙製容器包装」については，適切な中間処理による資源

化を継続していきます。 

●施設の適正な維持管理の継続 

中間処理施設の運転管理に当たっては，周辺の生活環境に影響を与えないよう指導・

監視に努め，各施設の特性に応じた適正な維持管理を継続していきます。また，各施設

から排出される資源化残さを適正に処理すると共に，削減に向けた取組について調査・

研究を進めていきます。 

●中間処理体制の確保 

最終処分量の削減や資源化の推進のほか，ごみ処理の安定性を向上させるため，民間

事業者との連携を図りながら，必要な中間処理体制を確保します。 

旭川市近文リサイクルプラザについては，施設の老朽化や成果品の品質改善などの課

題に対応するため，平成３１年に策定した「缶・びん等資源物中間処理施設整備基本構

想」に基づき，新たな施設整備を進めていきます。 

また，事業系ごみの中間処理を目的とした民間事業者による新たな一般廃棄物処理施

設の設置，処分業の許可については，事業系ごみに関わる自主的なリサイクルルートに

よる取組を促進するため，必要に応じて検討するものとし，関係法令等と整合した民間

主体によるごみの減量・リサイクルをより効果的に推進できる体制づくりを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本施策４ 資源物の中間処理体制の確保 

●適切な中間処理の継続 

一般廃棄物として排出された「缶・びん・紙パック・家庭金物」，「ペットボトル」，「プ

ラスチック製容器包装」及び「紙製容器包装」については，適切な中間処理による資源

化を継続していきます。 

●施設の適正な維持管理の継続 

中間処理施設の運転管理に当たっては，周辺の生活環境に影響を与えないよう指導・

監視に努め，各施設の特性に応じた適正な維持管理を継続していきます。また，各施設

から排出される資源化処理残さを適正に処理するとともに，削減に向けた取組について

調査・研究を進めていきます。 

●中間処理体制の確保 

最終処分量の削減や資源化の推進のほか，ごみ処理の安定性を向上させるため，民間

事業者との連携を図りながら，必要な中間処理体制を確保します。 

缶・びん等資源物の中間処理は，旭川市近文リサイクルプラザの老朽化や成果品の品

質改善などの課題に対応するため，新たな施設（仮称）旭川市リサイクルセンターの令

和７年度中の供用開始に向けて整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）リサイクルセンターの整備の内容を修正 

 

 

事業系ごみのリサイクルについては，市で促進出来る

取組がないため施策から削除 
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■基本施策３ 安定した焼却処理の実施とエネルギーの有効活用 

●安全・適正な焼却処理と維持管理の継続 

旭川市近文清掃工場に搬入できる燃やせるごみについては，的確な焼却管理と厳しい

監視体制のもと，安全・適正な焼却処理を継続します。 

また，健康への影響があるダイオキシン類などの排出物質についても，大気汚染防止

法等の関係法令に基づき定期的に測定し，その情報を公表していきます。 

●焼却施設の整備 

旭川市近文清掃工場は，平成２５年度から平成２８年度まで実施した旭川市近文清掃

工場基幹的設備改良事業により施設の延命化を図りました。延命化期間終了後の施設整

備については，平成３１年に策定した「旭川市清掃工場整備基本構想」において，廃プ

ラスチック類の焼却や破砕・選別施設の導入といった新たな方策を取り入れた施設の新

設についての方向性を示しました。今後は基本構想に基づいた次期清掃工場の整備を進

めます。 

 

●熱エネルギーの効率的な回収と有効活用の継続 

「燃やせるごみ」を焼却処理する旭川市近文清掃工場においては，引き続き，熱エネ

ルギーを効率的に回収し，焼却熱を利用するボイラーで発生した蒸気による発電と余剰

蒸気を場内及び近隣施設で有効活用します。 

また，プラスチック製容器包装中間処理施設から排出される「プラごみ残さ」も焼却

することで，エネルギー資源として有効活用するとともに，清掃工場のエネルギー回収

量の増加を図ります。 

●廃棄物系バイオマスの活用 

廃棄物系バイオマスについては，エネルギー資源としての有効活用が期待できるため，

引き続き調査・研究をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本施策５ 安定した焼却処理の実施とエネルギーの有効活用 

●安全・適正な焼却処理と維持管理の継続 

旭川市近文清掃工場に搬入できる燃やせるごみについては，的確な焼却管理と厳しい

監視体制のもと，安全・適正な焼却処理を継続します。 

また，健康への影響があるダイオキシン類などの排出物質についても，大気汚染防止

法等の関係法令に基づき定期的に測定し，その情報を公表していきます。 

●近文清掃工場の再延命化 

旭川市近文清掃工場については，平成８年の稼働開始から５０年間の使用を目処とし

た再延命化工事の実施に向けて，令和４年度は，設備の現状を把握するための調査とし

て機能判断調査を行い，令和５年度には，調査結果を踏まえ，施設の性能を保ちながら，

更なる長寿命化を図るための具体的な方策を長寿命化総合計画として整理しています。 

令和６年度からは再延命化工事に着工し，施設の安定的な稼働に努めていきます。 

 

 

●エネルギーの効率的な回収と有効活用の継続 

「燃やせるごみ」を焼却処理する旭川市近文清掃工場においては，引き続き，熱エネ

ルギーを効率的に回収し，焼却熱を利用するボイラーで発生した蒸気による発電と余剰

蒸気を場内，近隣施設等において有効活用します。 

また，プラスチック製容器包装中間処理施設から排出される「プラごみ残さ」も焼却

することで，エネルギー資源として有効活用するとともに，旭川市近文清掃工場のエネ

ルギー回収量の増加を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃工場の延命化が決まったため維持管理の継続の項

に追記 

 

 

旭川市清掃工場整備基本構想がなくなったため焼却施

設の整備の項を削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初のバイオマス活用（廃棄物エネルギーを活用した

電気の自営線供給）の計画がなくなったため項目削除 
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■基本施策４ 最終処分場の適正管理 

●安全・適正な埋立処分と維持管理の継続 

廃棄物処理の最終となる埋立処分と施設管理については，排出段階の減量・分別を徹

底するとともに，悪臭の発散や衛生害虫の発生を防止するため即日・中間覆土を実施す

るほか，浸出水処理においては，定期的に水質検査を実施し，その結果を速やかに公表

するなど，環境負荷に配慮した安全・適正な維持管理を行って行きます。 

また，既にごみの埋立を終了している中園廃棄物最終処分場についても，環境調査を

継続し，廃止に向けたモニタリングを行っていきます。 

 

 

 

●次期最終処分場の確保 

平成１５年７月に供用を開始した現在の旭川市廃棄物処分場は，当初の埋立期間を平

成３０年３月までの１５年間としていましたが，平成２５年度の地域との協定変更によ

り，令和１２年３月までに延長されています。 

令和１２年４月以降の次期最終処分場の確保に向けて，平成２９年に「旭川市最終処

分場整備基本構想」を策定し，次期最終処分場の整備の方向性を示すと共に，平成３０

年には「旭川市最終処分場建設候補地比較評価方法」を策定し，次期最終処分場建設候

補地の選定を進めてきました。 

今後は，建設候補地の地域住民及び地権者との合意形成等，次期最終処分場建設に向

けた具体的な取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本施策６ 最終処分場の適正管理 

●安全・適正な埋立処分と維持管理の継続 

廃棄物処理の最終となる埋立処分とその管理については，搬入段階の分別を徹底す

るとともに，悪臭の発散や衛生害虫の発生を防止するため即日・中間覆土を実施するほ

か，浸出水処理においては，水質検査により放流水の安全性を確認し，定期的にその情

報を公表するなど，環境負荷に配慮した安全・適正な埋立処分を継続します。  

また，既にごみの埋立を終了している中園廃棄物最終処分場についても，適正な浸出

水処理を継続しつつ，定期的に環境調査を実施し，廃止に向けた管理・監視を行ってい

きます。  

 

 

 

●次期最終処分場の整備 

平成１５年７月に供用を開始した現在の旭川市廃棄物処分場は，当初の埋立期間を平

成３０年３月までの１５年間としていましたが，平成２５年度の地域との協定変更によ

り，令和１２年３月までに延長されています。 

次期最終処分場の整備については，現最終処分場の埋立期間を見据えて，令和３年度

に旭川市神居町春志内の土地を建設候補地に選定し，周辺地域や関係団体等の理解を得

たことから，令和４年１２月に当該地を建設地に決定しました。 

令和５年度から調査，計画づくり等を進めているところであり，令和１２年４月の供

用開始に向けて計画的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終処分場の整備の考え方を修正し，現在の状況を記

載 
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■基本施策５ 困難性を伴うごみの適正排出 

●医療系ごみの適正処理の推進 

在宅医療廃棄物については，製造業者，医師会等関係団体との連携を図り，製造業者

や関係機関における自主回収をはじめ，排出から処理に至るまで，適正な処理体制づく

りを図ります。 

●処理困難物の適正処理の推進 

危険性や有害性のあるごみについては，性質，状態，種類等に応じて，適正処理困難

物や排出禁止物注１として位置付け，資源化も含めた適正な処理ルートの確保を図るた

め，生産者責任も踏まえながら，国，関係事業者等と連携した取組を進めます。 

●災害時のごみ処理対策 

地震や暴風雨などの大規模な自然災害に伴って発生する大量の災害廃棄物を適正かつ

迅速に処理し，廃棄物に起因する初期の混乱を最小限にするため，平成３０年に「旭川

市災害廃棄物処理計画」を策定しました。今後，大規模災害が発生した際には当該計画

に基づいて適正なごみ処理を実施します。また，大量の災害廃棄物が発生した場合に備

え，関係機関や関係事業者などとの連携の強化を図るとともに，今後のごみ処理施設の

更新においては，自然災害による影響が少ない施設の整備を検討するなど，ごみ処理を

円滑に進めるための総合的な体制づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本施策７ 困難性を伴うごみの適正処理化の推進 

●医療系ごみの適正処理の推進 

在宅医療廃棄物については，製造業者，医師会等関係団体との連携を図り，製造業者

や関係機関における自主回収をはじめ，排出から処理に至るまで，適正な処理体制づく

りを図ります。 

●処理困難物の適正処理の推進 

危険性や有害性のあるごみについては，性質，状態，種類等に応じて，適正処理困難

物や排出禁止物注１４として位置付け，資源化も含めた適正な処理ルートの確保を図るた

め，生産者責任も踏まえながら，国，関係事業者等と連携した取組を進めます。 

●災害時のごみ処理対策 

地震や暴風雨などの大規模な自然災害に伴って発生する大量の災害廃棄物を適正かつ

迅速に処理し，廃棄物に起因する初期の混乱を最小限にするため，令和４年に改訂した

「旭川市災害廃棄物処理計画」に基づき，適正なごみ処理を実施します。また，大量の

災害廃棄物が発生した場合に備え，関係機関や関係事業者などとの連携の強化を図ると

ともに，ごみ処理を円滑に進めるための総合的な体制づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂の内容を踏まえて文言を修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１　排出禁止物

　「旭川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」第９条に規定しており，「感染性のあるも

の」，「有害性のあるもの」，「危険性のあるもの」，「引火性のあるもの」のほか，処理

業務を困難にし，又は処理施設を損なうおそれのあるものをいいます。

注１４　排出禁止物

　「旭川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」第９条に規定しており，「感染性のあるも

の」，「有害性のあるもの」，「危険性のあるもの」，「引火性のあるもの」のほか，処理

業務を困難にし，又は処理施設を損なうおそれのあるものをいいます。
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市民，町内会，事業者，市民団体等と市の連携・協働のもと，ごみの排出

状況に柔軟に応じながら，より効率よく，効果のあるごみ処理の仕組みづ

くりを推進します。 

■基本施策１ 市民との連携・協働 

「ごみ」に関わる自主的な取組を促進し，地域の清潔な生活環境を維持するため，市

民と市の連携・協働による取組を進めます。 

 

■基本施策２ 事業者との連携 

民間事業者による事業展開とともに，ごみの資源化を推進します。 

 

■基本施策３ 広域処理体制の確保 

周辺の自治体とともに，ごみの広域処理の体制づくりに向けた調査・研究を進めます。 

 

■基本施策４ 適正なごみ処理手数料の設定及び効果的な活用 

市の責務として適正なごみ処理手数料の設定と効果的な活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民，町内会，事業者，市民団体等と市の連携・協働のもと，ごみの排

出状況に柔軟に応じながら，効率よく，効果のあるごみ処理を推進しま

す。 

■基本施策８ 市民との連携・協働 

「ごみ」に関わる自主的な取組を促進し，地域の清潔な生活環境を維持するため，市

民と市の連携・協働による取組を進めます。 

 

■基本施策９ 事業者との連携 

民間事業者による事業展開とともに，ごみの資源化を推進します。 

 

■基本施策１０ 広域処理体制の確保 

周辺の自治体とともに，ごみの広域処理の体制づくりに向けた調査・研究を進めます。 

 

■基本施策１１ 適正なごみ処理手数料の設定及び効果的な活用 

市の責務として適正なごみ処理手数料の設定と効果的な活用を図ります。 
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■基本施策１ 市民との連携・協働 

●ごみステーションの適正管理 

家庭ごみの収集は，各地域の町内会等が設置・管理するごみステーションへの排出を

基本とします。 

ごみステーションは，市内全域で９，５７６か所（平成３１年４月１日現在）に上り

ます。清潔なごみステーションを確保するため，地域住民の自主的な活動の支援を継続

していきます。 

●分別及び適正排出の徹底 

ごみの分別と適正排出の徹底と更なる理解の浸透を図るため，ごみの分別区分や排出

ルールなどを説明する冊子やカレンダーの配布を継続するとともに，住民によるパトロ

ールなど地域との対話・連携を深め，効率的な減量・資源化を進めます。 

また，引っ越し時など地域の収集日に合わせた排出が困難な一時的多量ごみは，旭川

市廃棄物処分場における分別ボックスの設置を継続するなど，分別を徹底するための取

組を進めます。 

 

●再生資源集団回収の充実 

地域の町内会等が自主的に取り組む紙類・びん類・布類・金属類（アルミ缶・スチー

ル缶）など再生資源の集団回収は，ごみの資源化に向けて効率性が高く，効果的な手法

であることから，今後も安定的に活動できるよう支援するとともに，参加しやすい環境

づくりを進めます。 

■基本施策２ 事業者との連携 

●資源物回収の促進 

現在，民間事業者による資源物の回収事業が市内において展開されています。こうし

た中，民間事業者と市がそれぞれに持つ機能や役割を効果的に発揮するとともに相互に

連携し，ごみの減量・資源化を促進していきます。 

 

■基本施策３ 広域処理体制の確保 

●上川中部地域ごみ処理広域化対策協議会における協議・研究の推進 

上川中部地域の豊かな自然と恵まれた環境を保持するため，広域的にごみの排出抑制

と減量・資源化を推進し，もって生活環境の保全及び地域衛生の向上とともに，資源循

環型社会の構築を図ることを目的とする「上川中部地域ごみ処理広域化対策協議会」に

おいて，本圏域に望ましい広域化システムについて協議・研究を進めます。 

また，大規模な自然災害による施設の休止等，不測の事態に備えた広域処理による協

力体制についての検討も進めます。 

 

■基本施策８ 市民との連携・協働 

●ごみステーションの適正管理 

家庭ごみの収集は，各地域の町内会等が設置・管理するごみステーションへの排出を

基本とします。 

ごみステーションは，市内全域で９，９８４か所（令和５年４月１日現在）に上りま

す。清潔なごみステーションを確保するため，地域住民の自主的な活動の支援を継続し

ていきます。 

●分別及び適正排出の徹底 

ごみの分別や適正排出の徹底と更なる理解の浸透を図るため，ごみの分別区分や排出

ルールなどを説明する冊子やカレンダーの配布を継続するとともに，住民によるパトロ

ールなど地域との対話・連携を深め，効率的な減量・資源化を進めます。 

また，旭川市廃棄物処分場へ自己搬入された，引っ越し時などの一時的多量ごみにつ

いても，処分場内に分別ボックスを設置することで，燃やせるごみや資源物を適正に処

理します。 

●再生資源集団回収の充実 

地域の町内会等が自主的に取り組む紙類・びん類・布類・金属類（アルミ缶・スチー

ル缶）など再生資源の集団回収は，ごみの資源化に向けて効率性が高く，効果的な手法

であることから，今後も安定的に活動できるよう支援するとともに，参加しやすい環境

づくりを進めます。 

■基本施策９ 事業者との連携 

●資源物回収の促進 

現在，民間事業者による資源物の回収事業が市内において展開されています。こうし

た中，民間事業者と市がそれぞれに持つ機能や役割を効果的に発揮するとともに相互に

連携し，ごみの減量・資源化を促進していきます。 

 

■基本施策１０ 広域処理体制の確保 

●上川中部地域ごみ処理広域化対策協議会における協議・研究の推進 

上川中部地域の豊かな自然と恵まれた環境を保持するため，広域的にごみの排出抑制

と減量・資源化を推進し，もって生活環境の保全及び地域衛生の向上とともに，資源循

環型社会の構築を図ることを目的とする「上川中部地域ごみ処理広域化対策協議会」に

おいて，本圏域に望ましい広域化システムについて協議・研究を進めます。 

また，大規模な自然災害による施設の休止等，不測の事態に備えた広域処理による協

力体制についての検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度数値に修正 

 

 

 

 

 

 

 

文章を整理 
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●広域処理体制の保持 

他の自治体で発生したごみ及び本市で発生したごみを適正に処理するための広域処理

を行う必要が生じた場合には，関係する自治体の一般廃棄物処理計画や関係法令との整

合を図るとともに，関係機関等との協議を十分に図り，適切に対応していきます。 

■基本施策４ 適正なごみ処理手数料の設定及び効果的な活用 

●適正なごみ処理手数料の設定 

ごみ処理に係る各種処理手数料については，実際のごみの焼却及び埋立てに必要な経

費等を踏まえながら，適切な負担となるよう必要に応じて見直しを検討します。 

●ごみ処理手数料の効果的な活用 

ごみ処理手数料については，引き続き適正な費用負担に関わる理解と協力が得られる

よう，ごみのリサイクル事業等の環境施策への活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●広域処理体制の保持 

他の自治体で発生したごみ及び本市で発生したごみを適正に処理するための広域処理

を行う必要が生じた場合には，関係する自治体の一般廃棄物処理計画や関係法令との整

合を図るとともに，関係機関等との協議を十分に図り，適切に対応していきます。 

■基本施策１１ 適正なごみ処理手数料の設定及び効果的な活用 

●適正なごみ処理手数料の設定 

ごみ処理に係る各種処理手数料については，ごみの焼却処理及び埋立処分に必要な経

費等を踏まえながら，適切な負担となるよう必要に応じて見直しを検討します。 

●ごみ処理手数料の効果的な活用 

ごみ処理手数料については，引き続き適正な費用負担に関わる理解と協力が得られる

よう，ごみのリサイクル事業等の環境施策への活用を図ります。 
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環境への負荷が小さい環境と共生するごみ処理を目指します。 

■基本施策１ 不法投棄等の防止対策 

豊かな自然と生活環境の保全を目指し，不法投棄等の防止に取り組みます。 

 

■基本施策２ 環境美化の推進 

清潔で美しいまちづくりや快適な生活環境の保全のため，市民や事業者等と連携した

環境美化を進めます。 

 

■基本施策３ 地球環境に配慮した国際的課題への対応 

地球環境の保全に向けた国際的課題に対応する取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境への負荷の少ない持続可能な社会の実現を目指し，環境との共生

を推進します。 

■基本施策１２ 不法投棄等の防止対策 

豊かな自然と生活環境の保全を目指し，不法投棄等の防止に取り組みます。 

 

■基本施策１３ 環境美化の推進 

清潔で美しいまちづくりや快適な生活環境の保全のため，市民や事業者等と連携した

環境美化を進めます。 

 

■基本施策１４ 地球環境に配慮した国際的課題への対応 

地球環境の保全に向けた国際的課題に対応する取組を進めます。 
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■基本施策１ 不法投棄等の防止対策 

●監視体制の強化 

不法投棄，野外焼却等のごみの不適正処理は，豊かな自然と景観を損なうばかりでな

く，悪臭や土壌，地下水の汚染など，私たちの健康と生活環境に悪影響を及ぼします。 

不法投棄等を未然に防止するとともに，早期に発見し速やかに対応するため，パトロ

ール車両による監視や市民ボランティアによるパトロール及び指導など，市民や団体，

関係機関と連携を図りながら監視体制の強化に努め，違反者には厳正に対処します。 

また，発生したごみの不法投棄の処理に当たっては，通報・発見から処理に至るまで

迅速かつ的確に対処します。 

●普及啓発の充実 

市民・事業者の不適正排出の防止意識を高めるため，パネル展の開催や広報，パンフ

レット等で理解と協力を呼びかけるなど普及啓発を充実させ，不法投棄の防止を図りま

す。 

■基本施策２ 環境美化の推進 

●環境美化の推進 

本市では，旭川市ごみのポイ捨て禁止条例に基づき，清潔で美しいまちづくりや快適

な生活環境の保全を進めています。 

今後も，環境美化に向けたマナーとモラルの向上を図り，自発的な行動の輪がより広

がるよう，市民と一体となって取組を進めます。 

■基本施策３ 地球環境に配慮した国際的課題への対応 

●国際的課題への対応 

「ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）」は，平成２７

年度に国連で採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ注１」において示

された，全ての国に普遍的の目標とされているものであり，その実現に向けた取組が広

がっています。 

ごみの減量・資源化に関しては，目標１２「持続可能な消費と生産のパターンを確保

する」の中で，２０３０年度までに廃棄物の発生防止，削減，再生利用及び再利用によ

り，廃棄物の発生を大幅に削減することや，食品廃棄物を半減することが掲げられてい

ます。 

本市においてもこれらの国際的な課題に対して柔軟に対応し，ごみ減量・資源化の取

組につなげていきます。 

 

 

 

■基本施策１２ 不法投棄等の防止対策 

●監視体制の強化 

不法投棄，野外焼却等のごみの不適正処理は，豊かな自然と景観を損なうばかりでな

く，悪臭や土壌，地下水の汚染など，私たちの健康と生活環境に悪影響を及ぼします。 

不法投棄等を未然に防止するとともに，早期に発見し速やかに対応するため，パトロ

ール車両による監視や市民ボランティアによるパトロール及び指導など，市民や団体，

関係機関と連携を図りながら監視体制の強化に努め，違反者には厳正に対処します。 

また，発生したごみの不法投棄の処理に当たっては，通報・発見から処理に至るまで

迅速かつ的確に対処します。 

●普及啓発の充実 

市民・事業者の不適正排出の防止意識を高めるため，パネル展の開催や広報，パンフ

レット等で理解と協力を呼びかけるなど普及啓発を充実させ，不法投棄の防止を図りま

す。 

■基本施策１３ 環境美化の推進 

●環境美化の推進 

本市では，旭川市ごみのポイ捨て禁止条例に基づき，清潔で美しいまちづくりや快適

な生活環境の保全を進めています。 

今後も，環境美化に向けたマナーとモラルの向上を図り，自発的な行動の輪がより広

がるよう，市民と一体となって取組を進めます。 

■基本施策１４ 地球環境に配慮した国際的課題への対応 

●国際的課題への対応 

「ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）」は，平成２７

年度に国連で採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ注１５」において

示された，全ての国に普遍的の目標とされているものであり，その実現に向けた取組が

広がっています。 

ごみの減量・資源化に関しては，目標１２「持続可能な消費と生産のパターンを確保

する」の中で，令和１２年度までに廃棄物の発生防止，削減，再生利用及び再利用によ

り，廃棄物の発生を大幅に削減することや，食品廃棄物を半減することが掲げられてい

ます。 

本市においてもこれらの国際的な課題に対して柔軟に対応し，ごみ減量・資源化の取

組につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１　持続可能な開発のための２０３０アジェンダ

　２０１５年に開催された「国連持続可能な開発サミット」で採択された，１５年間（２０
１６年～２０３０年）の持続可能な開発の指針を策定したもの。人間，地球及び繁栄のため

の行動計画として，１７の目標と１６９のターゲットからなる「持続可能な開発目標
（SDGs）」を掲げている。

注１５　持続可能な開発のための２０３０アジェンダ

　２０１５年に開催された「国連持続可能な開発サミット」で採択された，１５年間（平成
２８年～令和１２年）の持続可能な開発の指針を策定したもの。人間，地球及び繁栄のため

の行動計画として，１７の目標と１６９のターゲットからなる「持続可能な開発目標
（SDGs）」を掲げている。
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４ 数値目標 

 

数値目標として設定する項目は，「新・旭川市ごみ処理基本計画（前計画平成２３年度

～平成３２年度）」の数値目標を踏襲しながら，ごみの排出量・資源化・焼却・埋立に関

する４項目とします。 

 

 

※基準年度 平成２６年度実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 数値目標 

 

数値目標として設定する項目は，「新・旭川市ごみ処理基本計画【改訂版）（第２版）」 

の数値目標を踏襲しながら，ごみの排出量・資源化・焼却・埋立に関する４項目としま

す。 

 

 

※基準年度 平成２６年度実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行計画からの主な変更点を記載。総排出量の最終目

標を変更しないことを明記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総排出量

ごみの排出量に
関する目標 1人1日当たりの排出量

（家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収）

資源化に関する目標 リサイクル率

焼却に関する目標 焼却処理量

埋立に関する目標 埋立処分量

数
値
目
標

総排出量

ごみの排出量に
関する目標 1人1日当たりの排出量

（家庭ごみ・事業系ごみ・集団回収）

資源化に関する目標 リサイクル率

焼却に関する目標 焼却処理量

埋立に関する目標 埋立処分量

数
値
目
標
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(１) ごみの排出量に関する目標 

 

ア 総排出量 

家庭ごみ+事業系ごみ+集団回収 （単位：ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) ごみの排出量に関する目標 

 

ア 総排出量 

家庭ごみ+事業系ごみ+集団回収 
 

 

 

※将来予測値：過去のごみ排出量の実績値と人口推計から算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

将来予測値を追加 

総排出量 10万ｔを目標として維持する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ総排出量は，最終目標１００，０００ｔに向けて，これまで取り組ん
できたごみ減量化の取組のほか，新たな施策についても積極的に取り組ん
でいきます。

←修正　ごみ総排出量については，最終目標１００，０００ｔの達成に向けて，
これまで取り組んできたごみ減量化の取組のほか，新たな施策についても
積極的に取り組んでいきます。
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イ １人１日当たりの排出量 

家庭ごみ+事業系ごみ+集団回収 （単位：ｇ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ １人１日当たりの排出量 

家庭ごみ+事業系ごみ+集団回収 
 

 

 

※将来予測値：過去のごみ排出量の実績値と人口推計から算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

将来予測値を追加 

※総排出量10万ｔを達成する場合の施策効果等を踏ま

えた原単位（以下同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値目標修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

１人１日当たりの排出量

（排出原単位）（ｇ）

年間総排出量
＝

人口×年間暦日数

１人１日当たり排出量は，市民一人一人が家庭で排出するごみだけでな
く，事業者から排出されるごみも含まれています。最終目標880gにむけ
て，家庭ごみ・事業系ごみの双方の更なる減量化に取り組んでいきます。

１人１日当たり排出量は，市民一人一人が家庭で排出するごみだけでな
く，事業者から排出されるごみも含まれています。最終目標880gにむけ
て，家庭ごみ・事業系ごみの双方の更なる減量化に取り組んでいきます。

第2版目標

総合計
四捨五入

１人１日当たりの排出量

（排出原単位）（ｇ）

年間総排出量
＝

人口×年間暦日数

１人１日当たり排出量は，市民一人一人が家庭で排出するごみだけでな
く，事業者から排出されるごみも含まれています。最終目標880gにむけ
て，家庭ごみ・事業系ごみの双方の更なる減量化に取り組んでいきます。

←修正

　１人１日当たり排出量には，市民一人一人が家庭で排出するごみだけで
なく，事業者から排出されるごみも含まれています。令和２年３月に旭川
市人口ビジョンを改訂したため，数値目標を見直すこととし，修正した最
終目標888gの達成に向けて，家庭ごみ・事業系ごみの双方の更なる減量化
に取り組んでいきます。
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(２) 資源化に関する目標 

 

リサイクル率 

 （単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 資源化に関する目標 

 

リサイクル率 

 

 

 

 

※将来予測値：過去のごみ排出量の実績値と人口推計から算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

将来予測値を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値目標修正 

 

 

 

 

 

資源化量＋集団回収量

リサイクル率（％） ＝ × 100

家庭ごみ排出量＋事業系ごみ排出量＋集団回収量

リサイクル率の目標値は，次期清掃工場施設整備においてメタン発酵処理
施設の導入を見送ったことや，「最終処分場整備基本構想」との整合を図
り，焼却灰は埋立処分を基本とすることを踏まえて数値を見直しました。
リサイクル率の目標値は，次期清掃工場施設整備においてメタン発酵処理
施設の導入を見送ったことや，「最終処分場整備基本構想」との整合を図
り，焼却灰は埋立処分を基本とすることを踏まえて数値を見直しました。

資源化量＋集団回収量

リサイクル率（％） ＝ × 100

家庭ごみ排出量＋事業系ごみ排出量＋集団回収量

リサイクル率の目標値は，次期清掃工場施設整備においてメタン発酵処理
施設の導入を見送ったことや，「最終処分場整備基本構想」との整合を図
り，焼却灰は埋立処分を基本とすることを踏まえて数値を見直しました。

←修正
　リサイクル率については，燃やせないごみ及び粗大ごみの破砕・選別施
設の導入を見送ったことや，近年新聞発行部数が全国的に減少しているこ
とを踏まえて，数値目標を見直しました。
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(３) 焼却に関する目標 

 

焼却処理量 

 （単位：ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 焼却に関する目標 

 

焼却処理量 

 

 

 

 

※将来予測値：過去のごみ排出量の実績値と人口推計から算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

将来予測値を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

数値目標修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼却処理量の目標値は，次期清掃工場施設整備においてメタン発酵処理施
設の導入を見送ったことや，令和９年度に次期清掃工場が供用開始するこ
とに伴い，廃プラスチック類や破砕選別施設からの可燃性残さ等，焼却対
象となるごみが追加されることにより，焼却処理量が増加することを踏ま
えて数値を見直しました。

H31数値目標グラフ.xlsx[数値目標 (5)概要版用]

第2版目標

総合計

←修正　焼却処理量については，増加の要因として見込んでいた，廃プラスチッ
ク類の焼却への移行や燃やせないごみ及び粗大ごみの破砕・選別施設の導
入を見送ったことを踏まえて，数値目標を見直しました。
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(４) 埋立に関する目標 

 

埋立処分量 

 （単位：ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 埋立に関する目標 

 

埋立処分量 

 

 

 

 

※将来予測値：過去のごみ排出量の実績値と人口推計から算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

将来予測値を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表更新 

 

 

 

 

 

数値目標修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋立処理量の目標値は，令和９年度に次期清掃工場が供用開始することに
伴い，廃プラスチック類が焼却処理されるとともに，燃やせないごみや粗
大ごみが破砕・選別されることにより，埋立処分量が減少することを踏ま
えた数値としました。

四捨五入

←修正　埋立処分量については，減少の要因として見込んでいた，廃プラスチッ
ク類の焼却への移行や燃やせないごみ及び粗大ごみの破砕・選別施設の導
入を見送ったことを踏まえて，数値目標を見直しました。
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５ 行動目標 

 

行動目標として設定する項目としては，ごみ処理経費及び温室効果ガスに関する２つ

とします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 行動目標 

 

行動目標として設定する項目としては，ごみ処理経費及び温室効果ガスに関する２つ

とします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５　計画の推進

ごみ処理経費に関する
行動目標

　分別の拡大等の施策は，ごみ処理経費の増加
につながりますが，安全面や環境への影響に配
慮しつつ，経済性に考慮した処理体制を構築す
ることにより，ごみ処理経費の抑制を図りま

す。

ごみ処理コストの縮減及びごみ処理手数

料の見直し（応分負担・適正な設定）

ごみ処理に係る温室
効果ガスに関する
行動目標

旭川市地球温暖化対策実行計画（区域施
策編）に基づく温室効果ガス削減に向け
た対策・施策をはじめとした取組

行
動
目
標

　ごみの排出から収集運搬，中間処理・資源
化，最終処分にいたる処理体制の最適化を進め
ることにより，ごみの排出量の抑制やごみ処理
施設への負担を軽減し，ごみ処理に係る温室効
果ガスの発生抑制を図ります。
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第５ 計画の推進 

１ 連携・協働 

 

市民・事業者・行政・市民団体等との連携・協働注１のもと，計画の基本理念に掲げる

“恵まれた環境との共生・美しい循環のまち あさひかわ”の実現を目指します。 
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注１　協働

　「旭川市市民参加推進条例」には，「市民と市がそれぞれの果たすべき責任及び役割を自
覚し，相互に補完し，協力し合うこと」と定めています。

注１６　協働
　「旭川市市民参加推進条例」には，「市民と市がそれぞれの果たすべき責任及び役割を自

覚し，相互に補完し，協力し合うこと」と定めています。
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２ 進行管理 

 

(１) ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

Plan（計画の策定），Do（実行），Check（評価），Act（見直し）のいわゆるＰＤＣ

Ａサイクルにより，計画の進行管理を進めます。 

また，計画の見直しに当たっては，施策の効果や有効性，浮き彫りになった課題，

計画全体の進捗状況，社会情勢の動向等を十分に踏まえ，第８次旭川市総合計画と

同様に原則４年ごとに行い，必要な改善を図ります。 

 

 

 

(２) 進行管理の充実 

計画に掲げる基本方針に基づき展開する施策・取組の実施状況や数値目標の達成

状況を，毎年度策定する「旭川市ごみ処理実施計画」において把握するとともに広

く公表し，計画の進捗状況を管理します。 

また，本市の附属機関である旭川市廃棄物減量等推進審議会における審議など，

市民等の意見や提案も取り入れながら，進行管理の充実を図ります。 
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最終期間となるため中間見直しの項目削除 

 

Plan[計画]

Do[実行]

Check[評価]

Act[改善]PDCAサイクルのイメージ

Plan[計画]

Do[実行]

Check[評価]

Act[改善]PDCAサイクルのイメージ


